
［大山犬祭り］
昔、田畑を荒らし村人を困らせた化け物を、

「メッケ犬」が退治したという伝説にちなん
で300年以上続く祭り。上頭・大山頭・下頭
の大名行列や勇壮な「からぐり山車」がにぎ
やかに町中を練り歩き、観客を楽しませます。
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06  市からのお知らせ
12  まちのできごとほっとトピックス
14  つるおか情報掲示板
22  きらりと輝く人／声‐voice‐
23  各種相談窓口
24  海の応援団

02  〈特集〉

「鶴岡で働く」を
考えてみませんか？
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「鶴岡で働く」を考えてみませんか？
［特集］女性のＵターン就職を応援します

　地方都市における人口減少の大きな理由は、若
者、特に女性の首都圏等への転出とそれに伴う子
供の減少です。若者や女性の就業機会を確保し、
地元回帰・定着を進めることが、人口減少問題に
直面する地方都市の大きな課題となっています。
　そこで、実際に鶴岡にＵターン就職し、市内企
業で活躍する女性の皆さんの話を聞いてみました。
◎問合せ　本所商工課☎25‐2111内線563

人
口
減
少
社
会
の　

行
く
末

　

日
本
が
迎
え
て
い
る
人
口
減
少

社
会
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
様
々

な
研
究
や
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
二
年
前
に
民
間

の
研
究
機
関
「
日
本
創
生
会
議
」

人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
（
座

長
・
増
田
寛
也
元
総
務
大
臣
）
が

独
自
の
推
計
結
果
を
も
と
に〝
消

滅
可
能
性
都
市
〟
を
発
表
し
、
大

き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
か
ら
の
人
口
流
出
が
こ
の

ま
ま
続
く
と
、
二
〇
一
〇
年
～
四

〇
年
に
二
十
歳
～
三
十
九
歳
の
女

性
の
人
口
が
五
〇
％
以
上
減
少
す

る
都
市
。
そ
れ
が
全
国
の
市
区
町

村
の
約
半
分
の
八
百
九
十
六
に
及

ぶ
と
い
う
も
の
で
す
。
県
内
で
も

本
市
を
含
む
約
八
割
の
自
治
体
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
発
表
等
を
受
け
、国
は「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を

平
成
二
十
六
年
に
施
行
。
本
市
で

も
同
法
の
下
「
鶴
岡
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
、
若
者
や
女
性
が
活
躍
で

き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

本
市
の
若
年
層
の　

動
向

　

地
方
都
市
に
お
け
る
人
口
減
少

の
大
き
な
理
由
は
、
就
職
や
進
学

な
ど
で
若
者
が
転
出
す
る
こ
と
で

す
。
特
に
、
女
性
の
転
出
は
そ
の

都
市
の
出
生
数
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
本
市
で
も
、
昭
和
五
十
五
年

以
降
、
一
貫
し
て
転
出
者
が
転
入

者
を
上
回
る
転
出
超
過
が
続
い
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
三
月
に
市
内
の
高
校
（
全

日
制
課
程
）
を
卒
業
し
た
生
徒
の

状
況
を
見
る
と
、千
八
十
六
人（
約

七
一
％
）
が
庄
内
地
方
以
外
に
就

職
・
進
学
。
と
り
わ
け
女
子
生
徒

だ
け
を
見
る
と
、
五
百
八
十
九
人

（
約
七
七
％
）
が
庄
内
地
方
以
外

に
転
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

十
六
年
度
の
本
市
の
転
入
・
転
出

状
況
を
見
る
と
、
二
十
代
前
半
の

転
出
数
が
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、

若
い
女
性
の
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

地
元
就
職
の
促
進
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
の
拡
大
な
ど
、
若
者
や
女

性
の
地
元
回
帰
・
地
元
定
着
を
促

す
取
り
組
み
が
本
市
の
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
に　

当
た
っ
て

　

と
こ
ろ
で
、
進
学
や
就
職
等
で

一
旦
地
元
を
離
れ
た
人
た
ち
か
ら

は
、「
地
方
都
市
に
は
限
ら
れ
た

働
き
口
し
か
な
い
」「
地
元
の
求

人
情
報
が
県
外
の
学
校
に
届
か
な

い
」
な
ど
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
難

し
さ
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
鶴
岡
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

し
た
女
性
か
ら
聞
い
て
み
る
と
、

「
就
職
活
動
で
地
元
企
業
を
知
り

ま
し
た
。
就
職
先
は
必
ず
あ
り
ま

す
。
高
校
生
の
と
き
に
地
元
の
企

業
な
ど
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た

か
っ
た
で
す
」「
県
外
に
鶴
岡
の

求
人
情
報
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
時
々
帰
省
し
て
企
業
を
探
し

た
り
、
直
接
問
い
合
わ
せ
た
り
し

ま
し
た
」「
も
っ
と
簡
単
に
鶴
岡

の
企
業
情
報
な
ど
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
、
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
の
た
め
に
は
、
自
分
で
企

業
・
求
人
情
報
を
探
し
て
い
る
実

態
が
分
か
り
ま
し
た
。

市
が
力
を
入
れ
て　

い
る
こ
と

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
鶴
岡
で
働

き
た
い
、
一
度
離
れ
て
も
ま
た
戻

っ
て
就
業
し
た
い
と
い
う
若
者
の

声
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
相
談
対

応
と
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

地
元
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
、
市
役
所
本
所
一
階
の
「
鶴

岡
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」
で

は
若
年
者
等
無
料
職
業
紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
子
メ
ー

ル
で
市
内
企
業
の
求
人
情
報
な
ど

就
職
に
役
立
つ
情
報
や
、
観
光
・

！
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食
文
化
と
い
っ
た
市
の
魅
力
を
伝

え
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
十
七
日
○日
に
は
移
住
・
交

流
情
報
ガ
ー
デ
ン
（
東
京
都
中
央

区
京
橋
）
で
鶴
岡
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
鶴
岡 

ｊ
ｏ
ｂ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
開
催
し
ま

す
（
詳
細
は
本
号
十
五
ペ
ー
ジ
）。 

「
鶴
岡
に
就
職
し
た
い
」「
地
元
に

戻
り
た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
鶴
岡
で
働
く
」こ
と

　

誰
に
と
っ
て
も
、
ど
こ
に
住
ん

で
、
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か
は
と

て
も
大
切
な
選
択
で
す
。
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
と
い
う
人

生
の
節
目
も
同
様
で
す
。

　

都
会
で
は
流
行
の
モ
ノ
や
情
報

に
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

し
、
地
方
に
比
べ
て
も
収
入
は
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

地
方
は
都
会
よ
り
も
物
価
が
安
く
、

地
元
に
し
か
な
い
企
業
や
仕
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
、

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
、

家
族
や
友
達
と
一
緒
に
生
活
し
、

慣
れ
親
し
ん
だ
自
然
や
風
土
に
囲

ま
れ
て
暮
ら
す
こ
と
は
、
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
鶴
岡
で
働
く
」

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成27年度の市内の高等学校（全日制課程）卒業者の地域別就職・進学先状況

就職者（516人）の地域別就職先内訳

就職者：516人
（男 346人・女 170人）

進学者：991人
（男 398人・女 593人）

その他：14人
（男８人・女６人）

卒業者（1,521人〈男752人・女769人〉）
に占める就職・進学・その他の内訳

５歳
未満

５歳
～
９歳

10歳
～
14歳

15歳
～
19歳

20歳
～
24歳

25歳
～
29歳

30歳
～
34歳

35歳
～
39歳

40歳
～
44歳

45歳
～
49歳

50歳
～
54歳

55歳
～
59歳

60歳
～
64歳

65歳
～
69歳

70歳
以上

　  転入 98人 62人 18人 46人 212人 234人 182人 126人 87人 40人 28人 24人 16人 12人 35人
　  転出 106人 41人 22人 193人 388人 262人 182人 128人 74人 32人 24人 19人 17人 10人 72人

平成26年度の女性の年齢別転入・転出状況

０
50

100
150

200

300
250

350
400

※鶴岡市住民基本台帳から。（人）

鶴岡市内：213人
（男122人・女91人）

本市以外の庄内：134人
（男94人・女40人）

首都圏：105人
《東京・神奈川・千葉・埼玉》

（男75人・女30人）

隣県：23人
《新潟・秋田・宮城・福島》

（男19人・女４人）

庄内以外の県内：18人
（男16人・女２人）

首都圏・隣県以外の県外：23人
（男20人・女３人）

鶴岡市内：30人
（男５人・女25人）

本市以外の庄内：44人
（男26人・女18人）

庄内以外の県内：138人
（男26人・女112人）

首都圏・隣県以外の県外：141人
（男69人・女72人）

首都圏：307人
《東京・神奈川・千葉・埼玉》

（男139人・女168人）

隣県：331人
《新潟・秋田・宮城・福島》

（男133人・女198人）

進学者（991人）の地域別進学先内訳

※高等学校卒業者進路状況調査から。
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　金沢の大学を卒業後、地元に
戻ってきました。現在は自動改
札機などに使われているモータ
ーの設計をしています。

　私は就職活動をするにつれて、結婚して子育て
をしても仕事を続けたいと思うようになりました。
地元には、家族など自分をサポートしてくれる人
がいるので、地元に就職することを決めました。
大学が県外ということもあり、鶴岡のハローワー
クを利用して情報収集や就職活動をしました。県
外等にいる学生がもっと手軽に地元の求人情報を
手に入れることができるようになれば、Ｕターン
就職などの手助けになるのではないでしょうか。
　地元に就職したことで、職場でも共通の話題が
多く、コミュニケーションが取りやすいです。結
果的に仕事も進めやすくなっていると思います。

川村  朱音  さん
オリエンタルモーター株式会社
勤務（平成27年就職）

　新潟の大学の工学部に進学し、
就職で帰ってきました。現在は
モーターをパワーアップさせる
“ ギヤヘッド ” という商品の設

計や、実験などの業務を行っています。大学で学
んだ知識を生かす仕事に就けて充実しています。
　私が地元に帰ってきた一番の理由は、家族に望
まれたことでした。就職活動の際、都会の企業も
候補としてありましたが、地元を好きな気持ちが
強かったので地元就職することにしました。大学
では庄内の求人を入手しにくい環境だったので、
直接会社のホームページを見て問い合わせました。
　就職したばかりの頃はなかなか仕事に慣れませ
んでしたが、頼れる家族がいるおかげで、心にゆ
とりが持てました。改めて家族の存在は大きいと
感じています。

中村  美里  さん
オリエンタルモーター株式会社
勤務（平成27年就職）

  就職などに関する相談はこちらへ！
鶴岡の企業への就職などに関する相談を受け付けています。

◇鶴岡ワークサポートルーム
●場　所／鶴岡市馬場町９‐25　
　　　　　鶴岡市役所１階
●時　間／月曜～金曜日午前９時～午後４時
●問合せ／☎25‐2215

◇山形県Ｕターン情報センター
●場　所／東京都千代田区平河町二丁目６‐３　
　　　　　都道府県会館13階
●時　間／月曜～金曜日午前10時30分～午後６時
●問合せ／☎03‐5212‐8996

◇やまがたハッピーライフ情報センター
●場　所／東京都千代田区有楽町２‐10‐１　
　　　　　東京交通会館５階
●時　間／火曜～金曜日正午～午後６時　
　　　　　土曜・日曜日午前10時～午後６時
●問合せ／☎03‐6269‐9533

検索検索鶴岡ワークサポートルーム

検索検索山形県Ｕターン情報センター

検索検索やまがたハッピーライフ情報センター

私たち地元に帰ってき たＵターン女子です！
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　高校卒業後に福島の大学に進
学し、就職を機に戻ってきまし
た。現在は施設の利用者さんの
食事や入浴の補助、服薬の管理

などの仕事をしています。利用者さんにありがと
うと声を掛けてもらうときがうれしいです。
　私は小学校時代からバドミントンをしています。
地元に戻ってきたことで、かつて教えてもらって
いたコーチの方々や、鶴岡の中学生・高校生と練
習する機会もあり、自分の好きなことを続けられ
るので充実しています。
　一度県外に出たことで、地元の人の温かさや、
つながりの深さを改めて感じています。また、生
まれ育った所なので、すぐに知り合いを探すこと
ができます。何かに挑戦してみようと思えるのも
魅力的です。

清和  真理子  さん
社会福祉法人めぐみ会勤務

（平成27年就職）

　地元に帰ってきたのは２年前
です。現在はフロントで来客の
応対や式場の案内などをしてい
ます。お客様と最初に接するの

で、会社の印象にも関わる大切な仕事です。
　私は岩手の大学に進学する前から地元に戻って
こようと決めていました。家族の仲が良いので就
職しても一緒に暮らしたかったことと、友達が多
く地元に残っていたことがその理由です。
　庄内は自然が一杯で癒やされる場所がたくさん
ある。食べ物が美味しいところも魅力ですね。
　就職先がないという話を聞きますが、就職活動
をする中で、地元企業をたくさん知ることができ
ました。少しでも戻ってきたいという気持ちがあ
るなら、地元での就職にチャレンジしてほしいで
すね。

田村  梓  さん
株式会社エル・サン勤務

（平成26年就職）

 

下記の項目について情報提供を希望する場合は、氏名等を添えて電子メールでご連絡ください。

鶴岡市の各種情報を提供します！

【各種情報リスト】
  　　　□求人情報　　　□雇用情勢　　□企業情報　　□ガイダンス等の面接会情報　
 　　　 □就農を含む農業全般の情報　　□ＵＩＪターン全般に係る移住関連情報　
  　　　□食文化情報　　□観光情報　　□ふるさと納税情報
【注意事項】
  　　　①連絡の際は、希望する情報と併せて「氏名」「メールアドレス」を記載して送信してください
  　　　②市からの情報提供は、それぞれの担当課が行います
 　　　 ③提供いただいた個人情報は厳重に管理し、市からの各種情報提供以外には使用しません
【連絡先】
　 　　 本所商工課メールアドレス　　shoko@city.tsuruoka.yamagata.jp

 
鶴岡市内の企業を調べよう！

鶴岡市内の企業を検索する際は下記のサイトを活用ください。

検索検索やまがた企業等情報データベース

私たち地元に帰ってき たＵターン女子です

検索検索 検索検索

検索検索山形県就職情報サイト

やまがた就職企業ナビ やまがた21人財バンク

mailto:shoko%40city.tsuruoka.yamagata.jp?subject=


6■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

鶴岡市職員採用試験【平成29年４月１日採用予定】

職員募集

■問本所職員課☎内線327

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

犬の鑑札の様式が変わりました
生活

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

　小型犬でも装着しやすいように、「犬鑑札」の様式が
６月１日に変わりました。
　すでに交付を受けている場合、手続きは不要です。
　新しい鑑札に変えたい場合は再交付手続き（■費 1,600
円）が必要です。
　
　飼い犬への犬鑑札と狂犬病予防注射済票の装着は法律
で義務付けられています。迷子になった場合の飼い主の
特定に役立ちますので、必ず装着してください。

→
旧 新

<だ円形> <犬顔型>

■募集職種・受験資格
▷土木（社会人経験者）
　昭和52年４月２日以降に生まれ、技術士・技術
　士補または１級土木施工管理技士の資格を有し、
　民間企業の社員または公務員として設計業務、施
　工管理等の経験が５年以上ある方
▷電気（社会人経験者）
　昭和52年４月２日以降に生まれ、電気主任技術
　者の資格を有し、民間企業の社員または公務員と
　して電気設備設計業務、施工管理等の経験が５年
　以上ある方
▷初級行政（高卒程度）
　平成７年４月２日～11年４月１日に生まれた方
　（４年制大学を卒業した方及び卒業する見込みの
　方を除く）
▷消防士（高卒程度）
　昭和62年４月２日～平成11年４月１日に生まれ、
　採用後、鶴岡市に居住することができ、普通自動
　車運転免許（ＡＴ車限定を除く）を有する方及び
　平成29年４月末までに取得見込みの方
▷消防士（職務経験者）
　昭和57年４月２日以降に生まれ、採用後、鶴岡市 
　に居住することができ、山形県外で消防士として
　の職歴が３年以上ある現職の方

■試験日時
▷１次試験
　９月18日○日 午前10時

▷２次試験
　１次試験合格者を対象に10月下旬実施予定

■試験会場
▷土木・電気（社会人経験者）、初級行政
　総合保健福祉センター「にこ♥ふる」（２次試験は
　市役所本所）
▷消防士
　消防本部（２次試験も同じ）

■申込み受付
▷７月13日○水 ～８月12日○金 に、申込書を市役所本所
　職員課へ（郵送の場合は８月12日○金 までの消印
　有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課及び消
　防本部総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記したA４判用の角形２号封筒。
　折り畳んでも構いません）、応募職種・連絡先を
　記入したメモを同封して、市役所本所職員課（〒
　997‐8601市内馬場町９‐25）へ
▷市HP「人事・職員採用」からダウンロードするこ
　ともできます
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本市への移住・定住を支援します

県外からの移住希望者向け「お試し住宅」利用者を募集します
移住・定住促進

　※物件は、鶴岡市移住・定住促進サイト「前略つるお
　　かに住みマス」に順次掲載予定です。

■支援内容

　「お試し住宅」契約時・入居中に自己負担した家賃及
　び仲介手数料、家賃保証保険保証料の一部を、利用期
　間終了後の申請に基づき補助します（下表参照）

■利用期間

　定期借家契約締結日から６か月以内（ただし契約終了
　は来年２月末までとする）
　※家主・不動産業者の同意の下、新たに賃貸借契約ま
　　たは売買契約締結などで、利用期間終了後も引き続
　　き住むことも可能。

■対象者と募集数

　▷対象者…以下の全てに該当する方
　　・県外から本市への移住を希望する成人の方
　　・移住の理由が転勤、本市在住者との結婚また
　　　は進学以外である方
　　・国、県または他市区町村から住宅についての
　　　補助金や公的扶助を受けていない方
　　・市税を滞納していない方
　　・申込者・同居者が暴力団構成員でない方
　▷募集数…４件程度

■募集開始

　７月15日○金 から

■お試し住宅の物件種類

　賃貸借物件（３DK、３LDK程度の一戸建て）
　※宅建協会鶴岡支部と協議の上選定。
　

　県外から本市に移住を希望する方を対象に、民間賃貸物件を活用した「お試し住宅」の提供を始めます。
本市に仮住まいしながら、移住・定住に向けて、お仕事やお住まいを探してみてはいかがでしょうか。

■問本所地域振興課☎内線585

　（表）家賃区分と家賃・仲介手数料・家賃保証保険保証料補助額
補助項目

家賃区分 家賃補助額 仲介手数料補助額 家賃保証保険保証料
補助額

～ 1 万5,000円 0 円 家賃以内の仲介手数料
の相当額

家賃以内の家賃保証保険
保証料の相当額

1 万5,001円
～ 4 万6,000円

家賃から 1 万5,000円を
差し引いた額

家賃以内の仲介手数料
の相当額

家賃以内の家賃保証保険
保証料の相当額

4 万6,001円～ 3 万1,000円 4 万6,000円以内
の仲介手数料の相当額

4 万6,000円以内の家賃
保証保険保証料の相当額

市
政

介
護
保
険
運
営
協
議
会　
　

公
募
委
員
募
集

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
行
管
理
及
び
介

護
保
険
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
介

護
保
険
運
営
協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
３
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方　

②
４
月
１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■申
７
月
15
日
○金
ま
で
申
込
書
を
本
所
長
寿
介

平成28年10月から

学校体育施設の利用が有料になります
施設利用

■問スポーツ課☎25‐8131

　市では地域スポーツ活動や青少年の健全育成の場として、小・
中学校の体育館など、学校体育施設を一般開放しています。こ
れまでは運動場等の照明設備利用を除き無料でしたが、総合体
育館などの社会体育施設と同様に有料とし、10月から学校体
育施設の使用料を負担いただきます。ご理解とご協力をお願い
します。

※家賃 1 か月分の敷金が別途必要です。

詳細は市HP「移住定住」でご確認ください。
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護
課
☎
内
線
１
９
０
へ（
郵
送
は
当
日
必
着
）

■他
市
HP廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

公
募
委
員
募
集

　

一
般
廃
棄
物
の
減
量
及
び
再
利
用
の
促
進

に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
５
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
市
内
の
事
務
所
等
の
事

業
者
ま
た
は
在
勤
者
の
代
表　

②
今
年
７
月

31
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方　

③
平
日
に

開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る
方　

■申
８
月

１
日
○月
ま
で
申
込
書
を
廃
棄
物
対
策
課
☎
22

‐
２
８
４
８
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■他

市
HP健

康
が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■対
市
内
在
住
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
が
ん
の
治
療
を
受
け

て
い
る　

②
が
ん
の
治
療
に
伴
う
脱
毛
に
よ

っ
て
、
就
労
や
社
会
参
加
等
に
支
障
が
あ
る
、

ま
た
は
支
障
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
装
着
が
必
要
で
あ
る　

③
他
の
法
令
等
に
基
づ
く
助
成
を
受
け
て
い

な
い　

④
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入

し
た
も
の
で
過
去
に
本
事
業
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い　

■
助
成
額　

購
入
費
の
２
分
の

１
（
上
限
２
万
円
。
平
成
27
年
度
中
に
購
入

し
た
ウ
ィ
ッ
グ
は
上
限
１
万
円
。
助
成
回
数

は
１
人
に
つ
き
ウ
ィ
ッ
グ
１
個
、１
回
限
り
）　

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

■持
が
ん
の
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
証
明

書
類
（
お
薬
手
帳
、
診
療
明
細
書
等
）、
医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
時
の
領
収
書
、
医
療
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
の
写
し
、
印
鑑
、

振
込
先
通
帳
の
写
し　

■申
申
請
書
を
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
５
へ　

■他
代
理

申
請
の
場
合
は
委
任
状
及
び
代
理
人
の
本
人

確
認
が
必
要
。
市
HP

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
運
動 

よ
い
歯
の
長
寿
賞
表
彰

　

80
歳
以
上
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
、
優
良
者
を
表
彰
し
ま
す
。

■対
昭
和
11
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
以
前

に
表
彰
を
受
け
た
方
を
除
く
）　

■
応
募
方

法　

７
月
20
日
○水
～
８
月
19
日
○金
に
市
内
各

歯
科
診
療
所
へ
（
そ
の
場
で
無
料
歯
科
健
診

を
行
い
ま
す
）　

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
５

ま
た
は
市
内
各
歯
科
診
療
所
へ

福
祉

耳
・
手
足
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
13
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体　

■持

印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付

済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

家
族
介
護
慰
労
金
を 

支
給
し
ま
す

■対
要
介
護
認
定
４
ま
た
は
５
（
相
当
と
認
め

ら
れ
る
方
を
含
む
）
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
１
年
間
利
用
し
て
い
な
い
寝
た
き
り
高

齢
者
等
を
、
１
年
以
上
継
続
し
て
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方　

■

支
給
額　

10
万
円　

■持
印
鑑
、
介
護
者
名
義

の
市
内
金
融
機
関
預
金
通
帳　

■申
７
月
４
日

○月
～
22
日
○金
に
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

平
成
28
年
度
の
介
護
保
険
料

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
は
、

平
成
27
年
中
の
本
人
の
所
得
と
家
族
の
市
民

税
課
税
状
況
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
介
護
保

険
料
（
年
額
）
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

保
険
料
の
決
定
方
法
等
は
同
通
知
書
に
記
載

し
て
い
ま
す
。
同
封
の
「
介
護
保
険
料
の
あ

ら
ま
し
」
と
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
15
日
○金　

■対
65
歳
以
上
の

方　

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

方
は
、
年
金
支
給
月
（
４
・
６
・
８
・
10
・

12
・
来
年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま

す
（
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
へ
の
切
替
え

は
で
き
ま
せ
ん
）　

▽
普
通
徴
収
（
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
）
…
特
別
徴
収
以
外
の
方

は
、
同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は

口
座
振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は
年
８
回

（
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月
）
で
す　

■問
本

所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
の
軽
減
確
認
証
・
負
担

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

軽
減
確
認
証
、
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お

持
ち
の
方
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
昨
年
度
該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も
、

今
年
８
月
１
日
以
降
に
対
象
要
件
を
満
た
せ

ば
、
確
認
証
、
認
定
証
の
交
付
対
象
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
交
付
を
受
け

る
た
め
に
は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
及
び
後
期

高
齢
者
の
自
己
負
担
割
合
は
、
毎
年
見
直
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
の
所
得
が
一

定
以
上
あ
る
方
の
自
己
負
担
割
合
は
３
割
で
、

申
請
に
よ
っ
て
１
割
ま
た
は
２
割
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
割
負
担
の
方
に
基
準
収
入

額
適
用
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

同
封
し
た
説
明
書
に
記
載
の
基
準
額
を
下
回

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
７
月
15
日
○金
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
課
税
資
料
で
明
ら
か
に
基
準
額

を
超
え
る
と
判
断
さ
れ
る
方
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は
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世
帯
…
16
万
７
、
４
０
０
円+

（
医
療
費-

55
万
８
、
０
０
０
円
）
×
１
％　

▽
所
得
が

２
１
０
万
円
を
超
え
、
６
０
０
万
円
以
下
の

世
帯
…
８
万
１
０
０
円+

（
医
療
費-

26
万

７
、
０
０
０
円
）
×
１
％　

▽
所
得
が
２
１

０
万
円
以
下
の
世
帯
…
５
万
７
、
６
０
０
円　

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯
…
３
万
５
、
４
０
０

円　

■
入
院
時
の
食
事
代　

１
食
３
６
０
円

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
２
１
０
円
。

入
院
91
日
以
降
は
申
請
の
翌
月
か
ら
１
６
０

円
）

▼
70
歳
以
上
の
方　

■対
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
等
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方　

■
自

己
負
担
限
度
額
（
月
額
）　

▽
入
院
時
…
２

万
４
、
６
０
０
円
（
無
所
得
世
帯
等
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
方
は
１
万
５
、０
０
０
円
）　

▽
外
来
時
…
８
、
０
０
０
円　

■
入
院
時
の

食
事
代　

１
食
２
１
０
円
（
入
院
91
日
以
降

は
申
請
の
翌
月
か
ら
１
６
０
円
。
無
所
得
世

帯
等
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
初
日
か

ら
１
０
０
円
）。
療
養
病
床
に
入
院
す
る
場

合
は
異
な
り
ま
す

▼
共
通　

■持
保
険
証
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
（
世
帯
主
の

方
及
び
申
請
対
象
者
）、
手
続
き
に
来
庁
さ

れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）　

▽
次
は
該
当
す
る
方
の
み
…
国
保
高
齢
受
給

者
証
、
過
去
12
か
月
以
内
の
入
院
日
数
が
90

日
を
超
え
る
場
合
は
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類

（
領
収
書
等
）、
今
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市

に
住
民
登
録
が
な
か
っ
た
方
は
所
得
を
証
明

す
る
書
類　

■申
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１

６
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
認
定
証
が
な
い
場
合
で
も
、
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
支
払

っ
た
分
の
医
療
費
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
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各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
向
け
給
付
金
の
申
請

を
お
忘
れ
な
く

　

高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
）
の
申
請
期
限
は
７
月

25
日
○月
で
す
。
仮
判
定
に
よ
る
支
給
対
象
の

方
に
は
、
４
月
下
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
早

目
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
な
く

し
た
方
は
、
再
発
行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■問
本
所
臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
室
☎
25
‐
２

２
９
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１
日
○月
か
ら

使
用
す
る
受
給
者
証
は
７
月
末
ま
で
に
お
送

り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
受
給
者
証
は
、

破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
70
歳
以
上
の
方
に
交
付
し
て
い
ま

す
。
70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
か
ら
（
１
日
生

ま
れ
の
方
は
誕
生
月
か
ら
）
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
新
た
に
該
当
す
る
方
に
は
、
該
当

月
の
前
月
末
ま
で
お
送
り
し
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。
８
月
１

日
○月
か
ら
使
用
す
る
保
険
証
は
７
月
末
ま
で

に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

は
、
破
棄
す
る
か
、
本
所
国
保
年
金
課
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

介
護
保
険
負
担
割
合
証
が　

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保

険
負
担
割
合
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
○日
で
す
。

８
月
１
日
○月
か
ら
使
用
す

る
負
担
割
合
証
は
７
月
末

ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

期
限
の
切
れ
た
負
担
割
合
証
は
、
破
棄
す
る

か
、
本
所
長
寿
介
護
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

医
療
費
一
部
負
担
金
の
限
度
額
適

用
及
び
食
事
代
の
減
額
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

申
請
に
よ
っ
て
医
療
費
と
食
事
代
が
次
の
と

お
り
に
な
り
ま
す
。
現
在
入
院
中
の
方
や
医

療
費
が
高
額
に
な
る
予
定
の
方
等
、
認
定
証

が
必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
認
定

証
は
申
請
月
の
初
日
か
ら
適
用
）。

▼
70
歳
未
満
の
方　

■
自
己
負
担
限
度
額

（
月
額
）　

▽
所
得
が
９
０
１
万
円
を
超
え
る

世
帯
…
25
万
２
、
６
０
０
円
＋
（
医
療
費-

84
万
２
、
０
０
０
円
）
×
１
％　

▽
所
得
が

６
０
０
万
円
を
超
え
、
９
０
１
万
円
以
下
の

給
付
さ
れ
ま
す
。
該
当
者
に
は
診
療
月
か
ら

２
・
３
か
月
後
に
ハ
ガ
キ
で
連
絡
し
ま
す
の

で
、
申
請
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、

平
成
27
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
た

確
定
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

▼
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）　

年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以

上
の
方
で
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
方
は
、
原
則
、
年
６
期
に
分
け

て
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
へ
の
変
更
可
（
市
役
所
へ
の
申
出

書
の
提
出
が
必
要
）。 

▽
普
通
徴
収
（
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
）　

年
金
受
給
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
方
で
、
介
護
保
険
料
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
普
通
徴
収
で
す
。

納
期
は
年
８
回（
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月
）

で
す
。

▼
年
度
途
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し

た
方　

加
入
月
か
ら
月
割
り
で
保
険
料
が
発

生
し
ま
す
。
加
入
月
に
よ
っ
て
期
割
の
計
算
、

納
付
方
法
等
が
異
な
る
の
で
、
保
険
料
額
決

定
通
知
書（
加
入
月
の
翌
々
月
中
旬
に
送
付
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
計
算
の
仕
方　

保
険
料
は
、
加

入
者
の
所
得
状
況
、
世
帯
構
成
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
、
皆
さ
ん
か
ら
平
等
に
負
担
し

て
も
ら
う
均
等
割
額
と
、
所
得
に
応
じ
て
負

担
し
て
も
ら
う
所
得
割
額
を
合
わ
せ
て
計
算

し
ま
す
。
今
年
度
の
均
等
割
額
は
１
人
年
額

４
万
１
、
７
０
０
円
、
所
得
割
率
は
８
・
５
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８
％
で
す
。

▼
保
険
料
の
軽
減　

今
年
度
は
均
等
割
額
の

軽
減
対
象
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
所
得
が
少
な

い
方
へ
の
均
等
割
額
の
軽
減
と
し
て
、
９
割

（
軽
減
後
保
険
料
年
額
４
、
１
０
０
円
）、
８
・

５
割
（
同
６
、
２
０
０
円
）、
５
割
（
同
２

万
８
０
０
円
）、
２
割
（
同
３
万
３
、
３
０

０
円
）
が
あ
り
、
世
帯
の
所
得
で
割
合
を
判

定
し
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
本
人
の
所
得
が

91
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得
割
額
が
半
額

と
な
る
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

20
歳
前
障
害
や
福
祉
年
金
移
行
の
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
所
得
状
況
届
」「
障

害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）」「
現
況
届
」｢

生

計
維
持
確
認
届｣

を
お
送
り
し
ま
す
。
７
月

29
日
○金
ま
で
本
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
受
給
に
支
障

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
所
得
状
況
届　

毎
年
提
出
が
必
要
な
も
の

で
す
（
現
況
届
の
提
出
が
不
要
な
方
も
、
所

得
状
況
届
の
提
出
は
必
要
）。
一
定
額
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
年
金
の
一
部
ま
た
は

全
額
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

▼
障
害
状
態
確
認
届
（
診
断
書
）　

引
き
続

き
障
害
等
級
に
該
当
す
る
か
を
確
認
す
る
た

め
に
提
出
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
レ
ン
ト

ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
や
心
電
図
の
提
出
が
必
要
な

方
は
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
現
況
届　

引
き
続
き
年
金
を
受
給
す
る
資

格
が
あ
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
提
出

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
日
本
年

金
機
構
に
住
民
票
コ
ー
ド
を
申
し
出
た
方
は
、

現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要
で
す
。

▼
生
計
維
持
確
認
届　

加
算
額
対
象
者
の
い

る
方
が
加
算
額
を
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め

に
、
生
計
維
持
関
係
の
証
明
を
し
て
も
ら
う

も
の
で
す
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

放
射
線
治
療
装
置
の
更
新
に
伴

う
治
療
の
一
時
中
断
に
つ
い
て

　

荘
内
病
院
で
は
が
ん
診
療
等
に
利
用
す
る

放
射
線
治
療
装
置
（
ラ
イ
ナ
ッ
ク
）
の
更
新

を
行
う
た
め
、
放
射
線
治
療
業
務
を
一
時
中

断
し
ま
す
。
中
断
期
間
中
は
、
日
本
海
総
合

病
院
等
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
治
療
中
断
期
間　

８
月
26
日
○金
～
来
年
３

月
中
旬　

■問
荘
内
病
院
医
事
課
☎
26
‐
５
１

１
１税平

成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
加
入
者
、

所
得
、
資
産
等
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
同
封
の
「
国
民
健
康
保
険
税
の

し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
発
送
日　

７
月
15
日
○金　

■対
世
帯
内
に
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
主
の
方

■
納
付
方
法　

▽
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

差
引
き
）
…
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
方
は
、

年
金
支
給
月
（
４
・
６
・
８
・
10
・
12
・
来

年
２
月
）
に
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す　

▽

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）
…

同
通
知
書
に
同
封
の
納
付
書
、
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
し
ま
す
。
納
期
は
年
９
回
（
７

月
～
来
年
３
月
の
毎
月
）
で
す　

■問
本
所
課

税
課
☎
内
線
２
０
５

市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産 

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

■日
７
月
27
日
○水　

■時
受
付
…
午
前
８
時
50
分
、

入
札
…
９
時
30
分　

■場
本
所
６
階
大
会
議
室　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
５
３　

■他
市
HP

小
・
中
学
生
の
税
に
関
す
る

標
語
と
作
文
を
募
集
し
ま
す

▼
標
語　

■対
小
学
生　

■内
税
金
全
般
、
納
税

の
大
切
さ
、
納
期
限
を
守
る
こ
と
等
（
１
人

２
点
以
内
）

▼
作
文　

■対
中
学
生　

■内
税
に
関
す
る
内
容

で
あ
れ
ば
自
由
（
１
人
１
編
。
１
、
２
０
０

字
以
内
）

▼
共
通　

■申
８
月
29
日
○月
ま
で
本
所
納
税
課

☎
内
線
２
１
９
へ　

■他
入
賞
者
に
賞
状
と
副

賞
を
進
呈

生
活
・
そ
の
他

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
石
田
幸　

▽
地
主
幸
平　

▽
庄
司
敏
明　

▽
鈴
木
元
女　

▽
榎
本
玲
子　

▽
金
内
淳　

▽
加
藤
勝　

▽
大
川
慶
輝　

▽
石
川
正
廣　

▽
島
忠
一　

▽
五
十
嵐
信
樹　

▽
阿
部
英
子　

▽
成
澤
礼
子　

▽
島
津
玄
眞　

▽
小
南
孝
子　

▽
手
塚
柳
治　

▽
村
田
仁
美　

▽
宅
井
洋
子

▽
清
和
忠
志　

▽
平
藤
博
巳　

▽
長
南
征
子　

▽
帯
刀
春
男　

▽
宮
崎
清
男　

▽
本
間
晴
美　

▽
齋
藤
俊
美　

▽
五
十
嵐
英
司　

▽
五
十
嵐

要
一

■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

地
域
ご
と
に
開
催
し
ま
す　
　
　
　

成
人
式
の
ご
案
内

　

８
月
に
開
催
す
る
成
人
式
の
案
内
は
、
７

月
中
旬
ま
で
に
対
象
者
（
平
成
７
年
４
月
２

日
～
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
各
地
域
の
中

学
校
卒
業
生
・
現
在
住
者
）
に
送
付
し
ま
す
。

▼
藤
島　

■日
８
月
12
日
○金
午
前
11
時　

■場
藤

島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー　

■問
藤
島
庁
舎

総
務
企
画
課
☎
64
‐
５
８
１
３

▼
朝
日　

■日
８
月
14
日
○日
午
前
９
時
30
分

■場
す
ま
い
る　

■問
朝
日
庁
舎
総
務
企
画
課
☎

53
‐
２
１
１
１

▼
櫛
引　

■日
８
月
14
日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
・
■問
櫛
引
公
民
館
☎
57
‐
５
６
７
０

▼
羽
黒　

■日
８
月
15
日
○月
午
後
１
時　

■場
羽

黒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■問
羽
黒
庁
舎

総
務
企
画
課
☎
62
‐
２
１
１
１

▼
温
海　

■日
８
月
15
日
○月
午
後
３
時　

■場
温

海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
温
海
庁
舎
総
務

企
画
課
☎
43
‐
２
１
１
１

▼
鶴
岡　

■日
来
年
１
月
８
日
○日
午
後
１
時
30

分　

■対
平
成
８
年
４
月
２
日
～
９
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６　

■他
案
内
は
11
月
頃

に
対
象
者
へ
送
付
し
ま
す
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を
中
心
に
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
作
業
音

等
へ
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
課
へ

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

　

夏
の
身
近
な
風
物
詩

の
お
も
ち
ゃ
花
火
。

し
か
し
、
お
も
ち
ゃ
と

は
い
え
原
料
は
火
薬
で

す
。
安
全
に
楽
し
む
た

め
、
注
意
書
や
使
用
法

を
よ
く
読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い　

▽
燃
え
や

す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い　

▽
風
の

強
い
と
き
は
花
火
を
し
な
い　

▽
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る　

▽
大
人
と
一
緒
に

遊
ぶ　

▽
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た

く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
な
い　

▽
花
火

の
筒
先
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い　

▽
服
に

火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
強

調
月
間
で
す
。
全
国
一
斉
に
街
頭
広
報
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
全
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
、
子
供
が
健
や

か
に
育
つ
地
域
社
会
の
実
現
は
全
て
の
人
の

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

階
数
・
間
取
り

戸
数

岡鶴
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
３

美
原
住
宅

１
階
・
３
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

１
階
・
２
L
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
２
L
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）

１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
３
階
・
３
Ｋ

１

柳
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

羽黒
荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
平
屋
・
４
L
Ｄ
Ｋ

２

■
入
居
時
期　

９
月
中
旬
以
降　

■申
７
月
１

日
○金
～
21
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
各
建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・

温
海
）
へ

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る 

病
害
虫
防
除
作
業
に
ご
理
解
を

　

７
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
、
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
作
物
の
病
害
虫
防
除

作
業
を
実
施
し
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、

作
業
中
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
は
絶
対
に
近
寄

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
早
朝
や
夕
方

願
い
で
す
。
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

〝
明
る
い
や
ま
が
た
〟 

夏
の
安
全
県
民
運
動

　

夏
は
、
長
期
休
暇
や
レ
ジ
ャ
ー
、
暑
さ
に

よ
る
気
の
緩
み
等
か
ら
、
交
通
事
故
や
青
少

年
の
非
行
等
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民

総
ぐ
る
み
で
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間　

７
月
19
日
○火
～
８
月
18
日
○木

■
運
動
の
重
点　

▽
青
少
年
の
健
全
育
成
と

い
じ
め
・
非
行
防
止　

▽
子
供
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
・
飲
酒
運
転
の
撲
滅　

▽
海
・

山
・
川
で
の
事
故
防
止　

▽
身
近
な
犯
罪
等

の
防
止　

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６

３
８
月
３
日
○水
は
山
形
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
委
員
選
挙
で
す

　

選
挙
当
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
・
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■問
本
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
内
線
６

４
１
ま
た
は
同
温
海
分
室
（
温
海
庁
舎
）
☎

内
線
３
１
４
へ

平
成
27
年
度 

日
本
赤
十
字
社

鶴
岡
市
地
区 

決
算
・
活
動
報
告

　

多
額
の
社
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
社
費
収
納
会
計　

■
社
費
合
計　

２
、
５

２
０
万
３
、
２
４
２
円　

■
社
員
数　

個
人

…
３
万
１
、
４
３
５
人　

法
人
…
６
５
６
件

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
社
費
は
全
額
を
日
本

赤
十
字
社
山
形
県
支
部
に
送
金
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
の
救
護
施
設
の
運

営
等
多
く
の
事
業
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
会
計
決
算

▼
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
実
績　

平
成
23

年
３
月
12
日
か
ら
28
年
３
月
31
日
現
在
ま
で
、

本
市
に
は
１
億
９
７
５
万
円
の
義
援
金
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ち
８
、
６
５
９

万
円
は
県
支
部
を
通
じ
て
被
災
者
支
援
の
た

め
に
送
金
し
ま
し
た
。
な
お
、
義
援
金
の
募

集
は
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

鶴岡市地区会計
歳 入

541万646円

鶴岡市地区会計
歳 出

541万646円

県支部支出金
37万円

社員募集管理事務費
85万9,672円

人件費
97万5,352円

運営協議会費
13万7,243円

海浜救護所関係費
9万円

災害等資金積立金
53万6,783円

各種助成金
72万8,000円
各種助成金
63万3,272円

協力団体交付金等
199万7,886円
協力団体交付金等
199万7,886円

災害救護費
18万438円

県支部交付金
504万646円
県支部交付金
504万646円
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

市内 食育地産地消・生産農場見学会

＜穂波街道緑のイスキア、菱津、青龍寺＞

本市で生産される食材に実際に触れてもらおう
と、市と産直しゃきっとが共同で開催しました。
参加者は地元産のトマトやサヤインゲンを使っ

６. 12
たピザ作りに挑戦。その後、市内の農家を訪問
し、みずみずしいキュウリやたわわに実ったサ
クランボなど旬の農作物の収穫を楽しみました。

約90種3,000本のバラが見頃を迎え、観光客ら
がその美しい姿や香りを楽しみました。また、
12日には同まつり開催50回目を記念して、ヒ

６. 11
   ～26

ントを頼りにバラの品種を探す「ばら園クエス
ト」を開催。フラワーアート教室やお茶会など
とともに、多くの家族連れでにぎわいました。

温海 あつみ温泉ばら園まつり

＜あつみ温泉ばら園＞
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藤島 国立苗栗高級農工職業学校歓迎式典

庄内農業高校の姉妹校である台湾の苗栗
農工の高校生ら35人が来訪。記念品の交
換などを行い、両校の交流を深めました。

５. 20

＜庄内農業高校＞

羽黒 まちづくり塾羽黒グループ作成冊子「天宥さん物語り」贈呈式

「誇りを持って地域を紹介できるように」
との思いが込もった観光ガイドブックが、
地域の小学５年・６年生に贈られました。

５. 25

＜写真：羽黒一小＞

朝日 てくてく健康「里山あるき」マタギの里大鳥を訪ねて

新緑の大鳥地区。険しい山道を登った
り、ゆらゆらと揺れるつり橋を渡ったり、
102人の参加者は大自然を満喫しました。

６ . ４

＜大鳥地区＞

羽黒 狩猟普及セミナーin庄内

県猟友会会員の講話や羽黒射撃場での実
地見学のほか、ジビエ料理の試食が行わ
れ、参加者は狩猟の魅力を学びました。

６. 12

＜羽黒コミュニティセンター等＞

櫛引 櫛引観光果樹園紹介所開所式

開所宣言が行われた後、地元保育園児た
ちが元気一杯に「さくらんぼ体操」を披
露。開所式に華を添えました。

６ . ６

＜産直あぐり＞

鶴岡 『新編 庄内史年表』発刊記念講演会

同年表の特色や、新史実などについて、
市史編さん委員ら５人が講演。約30人
が聴講し、歴史への理解を深めました。

６. 12

＜図書館本館＞
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

催
し

山
開
き

▼
月
山
山
開
き　

■日
７
月
１
日
○金　

■他
７
月

９
日
～
８
月
14
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

午
前
５
時
～
11
時
頃
は
月
山
公
園
線
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
等
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

交
通
誘
導
員
の
設
置
や
交
通
規
制
を
実
施
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
羽
黒
庁
舎

観
光
商
工
室
（
い
で
は
文
化
記
念
館
）
☎
62

‐
４
７
２
７
へ

▼
湯
ノ
沢
岳　

山
開
き
登
山　

■日
７
月
24
日

○日
午
前
７
時
～
午
後
４
時
（
湯
ノ
沢
岳
登

山
口
集
合
）　

■持
昼
食
等　

■問
あ
さ
ひ
む
ら

観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１　

■他
下
山
後

直な
お
ら
い会
あ
り
（
■費
５
０
０
円
）

海
開
き

▼
由
良
海
水
浴
場　

■日
７
月
15
日
○金
～
８
月

16
日
○火　

■問
由
良
温
泉
観
光
協
会
☎
73
‐
２

２
５
０

▼
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き　

■日
７
月
15

日
○金
～
８
月
18
日
○木　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会

☎
43
‐
３
５
４
７

▼
湯
野
浜
海
水
浴
場　

■日
７
月
15
日
○金
～
８

月
21
日
○日　

■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75

‐
２
２
５
８

▼
加
茂
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ　

■日
７
月
23
日

○土
～
８
月
14
日
○日　

■問
加
茂
地
区
自
治
振
興

会
☎
33
‐
３
０
２
３

▼
三
瀬
海
水
浴
場　

■日
７
月
23
日
○土
～
８
月

21
日
○日　

■問
三
瀬
観
光
協
会
☎
73
‐
３
０
３

５　▼
小
波
渡
海
水
浴
場　

■日
７
月
23
日
○土
～
８

月
21
日
○日　

■問「
こ
ば
と
荘
」
内
小
波
渡
観

光
協
会
☎
73
‐
２
２
５
２

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー 
夏
の
展
示

■日
７
月
１
日
○金
～
９
月
29
日
○木
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分　

■内
市
所
蔵
の
美
術
作
品
の

展
示　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
体
験

■日
７
月
２
日
～
24
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■場
月
山
高
原
活

性
化
セ
ン
タ
ー
脇　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０

円   

小
学
生
以
下
…
５
０
０
円
（
３
歳
以
下

無
料
）　

■問
月
山
高
原
み
は
ら
し
の
丘
の
会　

■他
20
人
以
上
は
要
予
約
。
荒
天
時
は
中
止

鶴
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会　

記
念
講
演
会

■日
７
月
７
日
○木
午
後
３
時　

■場
グ
ラ
ン
ド
エ

ル
・
サ
ン　

■内「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え

て
み
る
幾
つ
か
の
視
点
」
田
村
昌
徳
氏（
東

北
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
特
別
講
師
）　

■問
鶴

岡
商
工
会
議
所
内
鶴
岡
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会

☎
24
‐
７
７
１
１

夏
の
味
覚
が
勢
ぞ
ろ
い
の
食
べ
飲
み
歩
き
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト　

旬
で
も
て
な
す 

街
バ
ル 

鶴
岡
の
れ
ん

■日
７
月
８
日
○金
～
10
日
○日　

■場
協
賛
飲
食
店　

■内
旬
の
食
材
を
使
っ
た
限
定
メ
ニ
ュ
ー
の
提

供
（
チ
ケ
ッ
ト
制
）　

■費
１
冊
２
、
０
０
０

円　

■問
本
所
食
文
化
推
進
室
☎
内
線
５
９
２　

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

 

鼠
ヶ
関
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

■日
７
月
９
日
○土
～
８
月
16
日
○火　

■場
鼠
ヶ
関

港　

■費
大
人
…
３
、
０
０
０
円   

子
供
…
２
、

０
０
０
円
（
貸
切
り
運
行
は
１
回
２
万
２
、

０
０
０
円
）　

■申
乗
船
前
日
ま
で
あ
つ
み
観

光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ　

■他
HP

出
会
う
、
つ
な
が
る　
　
　
　
　

こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ 

な
つ

■日
７
月
10
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

櫛
引
庁
舎
南
側
緑
地　

■内
農
産
物
・
加
工
品
・

雑
貨
等
販
売
、
季
節
や
地
域
の
暮
ら
し
を
楽

し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■問
同
庁
舎
総
務
企

画
課
内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く
り
塾
櫛
引
グ
ル
ー

プ
」
事
務
局
☎
内
線
２
１
２　

■他
HP

淡
井
会
民
謡
合
同
お
さ
ら
い
会

■日
７
月
10
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■場

い
こ
い
の
村
庄
内　

■問
淡
井
会
事
務
局
☎
24

‐
５
４
４
７

生
田
宏
司 

銅
版
画
メ
ゾ
チ
ン
ト
展

■日
７
月
12
日
○火
～
31
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■費
大
人
…
７
０
０
円   

学
生
…
３
８

０
円
　
小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・
■問

致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

鼠
ヶ
関
キ
ャ
ン
プ
場

■日
７
月
15
日
○金
～
８
月
18
日
○木　

■費
テ
ン
ト

サ
イ
ト
（
電
源
な
し
）
…
２
、
０
０
０
円

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
（
駐
車
料
金
含
む
）
…

３
、
０
０
０
円　

駐
車
料
金
…
７
０
０
円

入
場
料
（
小
学
生
以
上
）
…
１
０
０
円　

■問

あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
～
や
ま
が
た
～
記
念
行
事　
　
　

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
in
鼠
ヶ
関

■日
７
月
16
日
○土
午
前
８
時　

■場
鼠
ヶ
関
港
周

辺　

■定
先
着
１
０
０
人　

■内
同
港
や
海
浜
等

の
清
掃　

■申
庄
内
総
合
支
庁
水
産
振
興
課
☎

０
２
３
４
‐
24
‐
６
０
４
１

郷
土
ゆ
か
り
の
企
画
・
特
別
展
覧
会

ゴ
ジ
ラ
と
特
撮
美
術
の
世
界
展

■日
７
月
16
日
○土
～
８
月
21
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
毎
週
金
曜
・
土
曜
日
は
午
後
６
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つ
か
み
ど
り
炭
火
焼
き
・
パ
ン
焼
き
体
験
、

ク
ラ
フ
ト
工
作
教
室
等　

■場
・
■問
同
キ
ャ
ン

プ
場
☎
54
‐
６
６
０
６　

■他
HP
。
ス
タ
ー
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
、
夏
野
菜
も
ぎ
取
り
体
験
あ
り

海
の
日
記
念　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
茂
港
大
漁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
７
月
17
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分　

■場
加
茂
水
産
高
校
、
加
茂
港
周
辺

■内
大
漁
祝
旗
海
上
パ
レ
ー
ド
、
海
産
物
の
販

売
等　

■問
加
茂
地
区
自
治
振
興
会
☎
33
‐
３

０
２
３　

■他
同
校
学
校
祭
が
同
時
開
催　
　
　

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
７
月
17
日
○日
午
前
10
時
～
正
午　

■場
消
防

本
部　

■内
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
・

心
肺
そ
生
法
体
験
、
子
供
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
・

放
水
体
験
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
■定
先
着
５

０
０
人
）
等　

■問
消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８

３
３
１　

■他
荒
天
時
は
内
容
変
更
ま
た
は
中

止
山
形
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
庄
内
校  

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■日
７
月
23
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■内
学
校
説

明
会
、
各
学
科
説
明
、
施
設
見
学
、
体
験
学

習　

■場
・
■問
同
校
（
酒
田
市
）
☎
０
２
３
４

‐
31
‐
２
３
０
０　

■他
体
験
学
習
を
希
望
す

る
場
合
は
７
月
20
日
○水
ま
で
要
申
込
み

そ
う
だ
、
鶴
岡
で
働
こ
う
！　

 　
　
　
　

鶴
岡
ｊ
ｏ
ｂ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

■日
７
月
17
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

移
住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
（
東
京
都
）

■対
鶴
岡
へ
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す
る
方　
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時
ま
で
。
７
月
19
日
○火
・
25
日
○月

は
休
館
）　

■内
ゴ
ジ
ラ
の
ポ
ス
タ

ー
等
、
イ
ラ
ス
ト
原
画
、
撮
影
時

の
写
真
、
撮
影
に
使
用
し
た
実
物

等
の
展
示　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円（
中

学
生
以
下
無
料
）　

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ

ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

▼
同
時
開
催
「
郷
土
ゆ
か
り
の
企
画
・
特
設

展
示
『
映
画
人　

本
多
猪
四
郎
』」　

■場
同
館

■内
写
真
パ
ネ
ル
、
映
像
に
よ
る
人
物
展
示　

月
山
あ
さ
ひ
サ
ン
チ
ュ
ア
パ
ー
ク 

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場 

夏
や
す
み
自
然
教
室

■日
７
月
16
日
○土
～
８
月
14
日
○日　

■内
イ
ワ
ナ

■内
地
元
企
業
と
の
交
流
、
若
者
就
職
支
援
員

の
就
職
相
談
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

移
住
相
談
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
事
例
紹
介
、
転
職

セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■問
本
所
商

工
課
☎
内
線
５
６
５　

■他
市
HP

鶴
岡
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
・
か
た
ぐ
る
ま
合
同 

２
０
１
６
納
涼
夏
祭
り

■日
７
月
23
日
○土
午
後
４
時
30
分
～
７
時　

■内

ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店　

■場

・
■問
か
た
ぐ
る
ま
（
佐
藤
）
☎
28
‐
３
１
３

６
七
・
二
四 

奥
の
細
道         

六
十
里
越
街
道
俳
句
大
会

■日
７
月
24
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時　

■場
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内

吟
行
、
投
句
（
嘱
目
２
句
）　

■費
１
、
５
０

０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
朝
日
東
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
54
‐
６
５
４
６

鶴
岡
養
護
学
校　

                   

ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

■日
７
月
28
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■対

庄
内
地
域
に
在
住
の
高
校
生
・
大
学
生
30
人　

■内
学
校
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
講

義
、
児
童
や
生
徒
と
の
触
れ
合
い
、
昼
食
交

流
等　

■費
２
０
０
円（
昼
食
代
）　

■場
・
■申
７

月
15
日
○金
ま
で
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５
へ　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

黒
川
能
野
外
能
楽「
水
焰
の
能
」

■日
７
月
30
日
○土
午
後
５
時　

■場
櫛
引
総
合
運

動
公
園
（
雨
天
時
は
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
）　

■内
櫛
引
東
小
児
童
（
舞
囃
子
）、
黒
川

能
下
座（
能「
野
守
」「
東
北
」、狂
言「
末
広
」）　

■費
１
、
５
０
０
円
（
当
日
券
は
５
０
０
円
増

し
、
中
学
生
以
下
無
料
）　

■
前
売
り
券
販

売　

７
月
29
日
○金
ま
で
本
所
観
光
物
産
課
、

各
地
域
庁
舎
産
業
課
、
王
祇
会
館
、
櫛
引
公

民
館
へ　

■問
櫛
引
庁
舎
産
業
課
☎
57
‐
２
１

１
５　荘

内
看
護
専
門
学
校　
　
　
　

学
校
説
明
会

■日
８
月
２
日
○火
・
８
日
○月
午
後
１
時
30
分

■内
学
校
概
要
・
学
校
生
活
の
説
明
、
演
習
の

見
学
、
看
護
技
術
の
体
験
等　

■場
・
■申
同
校

☎
22
‐
１
９
１
９

山
の
日
制
定
記
念 

花
の
ガ
イ
ド
と
百
名
山
を
楽
し
も
う 　
　

市
民
登
山
「
鳥
海
山
」

■日
８
月
７
日
○日
午
前
５
時
15
分
～
午
後
４
時

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
大
平
登
山
口
→
御

浜
小
屋
→
鉾
立
山
荘　

■対
市
民
先
着
80
人

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

■費
５
、
０

０
０
円　

■持
昼
食
、
保
険
証
等　

■申
７
月
４

日
○月
～
22
日
○金
に
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
登

山
基
礎
知
識
を
学
ぶ
会
（
■日
７
月
21
日
○木
午

後
６
時
30
分　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館
）

あ
り地

元
産
の
お
い
し
い
肉
を
炭
火
で
楽
し
も
う

ふ
じ
し
ま
焼
肉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
８
月
７
日
○日
午
後
４
時
～
７
時　

■場
藤
島

体
育
館
北
側
芝
生
広
場　

■
前
売
り
券
販
売
（
完

全
前
売
り
制
）　

７
月
15

日
○金
ま
で
産
直
「
楽
々
」、

藤
島
庁
舎
産
業
課
、
Ｊ
Ａ

庄
内
た
が
わ
本
所
・
藤
島

丸岡城跡史跡公園ガイダンス施設開館
■申同館☎57‐5556

　江戸末期の庄内藩政期武家住宅で市指
定有形文化財「日向家住宅」を移築復元し、

「丸岡城」や「加藤清正公忠廣公」を紹介（ガ
イダンス）する施設としてオープンします。
■日７月17日○日 ～11月30日○水 （月曜～金曜
日、祝日は要予約。冬期間閉館）午前10
時～午後４時　■場同公園内

ガイダンス施設の愛称を募集します！！
■募集条件　「丸岡城」「加藤清正公忠廣公ゆかりの地」「日向家住
宅」の歴史が連想でき、交流の輪が広がるような愛称　■申７月17
日○日 ～８月31日○水 に、愛称と説明、氏名、連絡先等を社会教育課（櫛
引庁舎）内「同愛称選定委員会」事務局☎57‐4868 へ　■他市HP「社
会教育課」。応募用紙は各コミュニティセンター等にも設置
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子
育
て
・
子
供
向
け

寺
子
屋
花
キ
ッ
ズ
フ
ラ
ワ
ー
レ
ッ
ス
ン          

お
花
で
名
シ
ー
ン
を
作
っ
ち
ゃ
お
う
！

■日
７
月
９
日
○土
午
後
２
時　

■対
小
学
生
先
着

25
人　

■師
畠
山
秀
樹
氏
（
ロ
ー
タ
ス
ガ
ー
デ

ン
酒
田
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
７

月
６
日
○水
ま
で
東
田
川
文
化
記
念
館
☎
64
‐

２
５
３
７
へ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
共
催
事
業　

あ
そ
び
の
広
場
〝
夏
〟　

■日
７
月
14
日
○木
午
前
10
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
１
２
０
組　

■内

大
型
遊
具
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
作
り
、
親
子
触

れ
合
い
遊
び
等　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
７
月
の
講
座

■日
７
月
15
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■内「
卒
乳

ど
う
し
て
ま
す
か
？
」
市
保
健
師　

■場
・
■問

同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

山
大
農
学
部「
森
の
学
校
」（
全
３
回
）

■日
７
月
23
日
○土
、
10
月
15
日
○土
、
来
年
２
月

４
日
○土
午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
（
同
学

部
ま
た
は
朝
日
庁
舎
集
合
）　

■場
同
学
部
上

名
川
演
習
林　

■対
小
学
３
年
～
６
年
生
先
着

30
人　

■内
動
植
物
等
観
察
、
植
林
、
炭
焼
き
、

丸
太
切
り
、
積
雪
観
察
、
か
ま
く
ら
設
営
、

そ
り
滑
り
等
の
体
験
学
習　

■費
各
回
５
０
０

円　

■持
昼
食
、
着
替
え
等　

■申
７
月
15
日
○金

知
症
を
知
る
～
認
知
症
か
な
、
と
思
っ
た
ら

～
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院
神
経
内
科
主
任
医

長
）、
ア
ド
バ
イ
ス　

■申
７
月
７
日
○木
ま
で

高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８
０
ま

た
は
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６

４
へ専

門
家
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
７
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
こ
ん
な
と
き
に
は
漢
方
を
」
田
中

栄
一
氏
（
丸
岡
医
院
院
長
）、「
こ
ん
な
と
き

に
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
」
柏
倉
貢
（
荘
内

病
院
臨
床
心
理
士
）　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５

１
８
０て

く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
金
峯
山
修
験
の
み
ち
を
行
く　

■日
７
月
24

日
○日
午
前
６
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本

所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
黄
金
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー
→
古
碑
の
道
→
中
の
宮
→
八

景
台
→
金
峯
山
山
頂
→
中
の
宮
（
約
５
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午
前
６
時

45
分
・
同
セ
ン
タ
ー
〉
の
場
合
は
９
０
０
円
）　

■申
７
月
11
日
○月
～
19
日
○火

▼
日
本
海
と
湯
け
む
り
の
里
を
訪
ね
て　

■日

７
月
31
日
○日
午
前
８
時
（
送
迎
バ
ス
市
役
所

本
所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
峠
ノ
山
集
会
施
設

→
西
山
林
道
→
越
路
峠
→
あ
つ
み
温
泉
地
内

（
足
湯
巡
り
）
→
温
海
温
泉
林
業
セ
ン
タ
ー

（
約
９
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
現
地
集
合

〈
午
前
８
時
30
分
・
同
セ
ン
タ
ー
〉
の
場
合

は
９
０
０
円
）　

■申
７
月
15
日
○金
～
25
日
○月

▼
共
通　

■定
１
０
０
人
（
小
学
生
以
下
保
護

支
所
、
ふ
じ
し
ま
観
光
協
会
等
へ　

■問
藤
島

庁
舎
産
業
課
☎
64
‐
５
８
０
９　

慶
應
義
塾
大
学
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー 

庄
内
セ
ミ
ナ
ー「
庄
内
に
学
ぶ〈
生
命
〉心
と
体
と
頭
と
」

■日
８
月
29
日
○月
～
９
月
１
日
○木（
３
泊
４
日
）

■場
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
休
暇
村
羽
黒

（
宿
泊
）
等　

■内
即
身
仏
拝
観
、
ミ
ニ
山
伏

体
験
、
慶
大
先
端
生
命
研
見
学
、
講
義
等

■師
酒
井
忠
久
氏
（
致
道
博
物
館
館
長
）、
東

山
昭
子
氏（
鶴
岡
総
合
研
究
所
顧
問
）、
冨
田

勝
氏
（
同
大
学
教
授
）、
大
出
敦
氏
（
同
大

学
教
授
）　

■費
１
万
円　

■申
７
月
15
日
○金
ま

で
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
５
‐
５
６
６
‐
１
１

５
１
へ　

■他
HP　

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

市
民
プ
ー
ル  

夏
季
一
般
利
用

■日
７
月
９
日
○土
～
９
月
４
日
○日
（
大
会
等
で

利
用
で
き
な
い
場
合
あ
り
。
初
日
は
無
料
開

放
）　

■時
月
曜
～
土
曜
日
…
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
５
時
、
６
時
～
８
時　

日

曜
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
５
時　

■費
小
・
中
学
生
…
１
８
０
円

高
校
生
等
…
３
８
０
円　

大
人
…
４
８
０
円　

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４

■他
水
泳
帽
を
着
用
。
午
後
６
時
以
降
、
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
７
月
10
日
○日
午
前
10
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
講
話
「
認

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

者
同
伴
）　

■持
軽
食
等　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１　

■他
市
HP

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
７
月
28
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥
ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
☎
内
線
３

７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資

格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除
で
す
が
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」

■日
８
月
３
日
○水
午
前
10
時　

■対
小
学
生
以
上　

■内
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
カ
ロ
ー
リ

ン
グ　

■場
・
■申
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

「
同
ク
ラ
ブ
」
事
務
局
☎
57
‐
４
３
１
１

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会                    

夏
の
短
期
水
泳
教
室（
全
５
回
）

■日
８
月
６
日
○土
～
10
日
○水
午
前
８
時
50
分

■場
市
民
プ
ー
ル　

■対
年
中
児
～
小
学
６
年
生　

■費
５
、
０
０
０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０

７
４　

■他
新
規
入
会
の
方
へ
同
協
会
指
定
水

泳
帽
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

小
型
ヨ
ッ
ト
と
大
型
ク
ル
ー

ザ
ー
に
よ
る
ヨ
ッ
ト
教
室

■日
８
月
11
日
○木
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分　

■対
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）　

■費
高
校
生
以
下
…
５
０
０
円　

大

人
…
１
、
０
０
０
円　

■持
昼
食
、
着
替
え
等　

■場
・
■申
８
月
５
日
○金
ま
で
加
茂
水
産
高
校
内

「
鶴
岡
市
ヨ
ッ
ト
連
盟
」
事
務
局
☎
33
‐
３

１
１
６
へ　

■他
HP
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４
日
○月
～
20
日
○水
に
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン

タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

い
ろ
い
ろ
な
防
災
体
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

消
防
学
校
一
日
防
災
体
験
入
校

■日
７
月
24
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時　

■場

同
校
（
三
川
町
）　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
先
着
１
０
０
人　

■内
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

乗
車
・
放
水
体
験
、
地
震
体
験
等　

■費
５
０

０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
７
月
１
日
○金
～
13

日
○水
に
同
校
☎
66
‐
２
０
２
２
ま
た
は
防
災

学
習
館
☎
66
‐
４
６
２
６
へ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー  

小
学
生
夏
休
み
企
画             

将
棋
・
囲
碁
交
流
会

■日
７
月
25
日
○月
～
29
日
○金
午
後
１
時　

■場
・

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０
６
６

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
夏
休
み
日
替
わ
り
コ
ー
ナ
ー　

■日
７
月
25

日
○月
～
29
日
○金
、
８
月
１
日
○月
～
４
日
○木
・

８
日
○月
～
10
日
○水　

■時
午
後
３
時
～
４
時

■内
ち
ぎ
り
絵
・
化
学
実
験
（
午
後
２
時
30
分

か
ら
）、
音
楽
ラ
イ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、

割
り
箸
花
器
作
り
、
工
作
、
野
菜
ス
タ
ン
プ
、

ハ
ン
モ
ッ
ク
、
お
芝
居
等　

■費
50
円
～

▼
集
え
将
棋
好
き
！
名
人
に
学
ぼ
う
会　

■日

練
習
日
…
８
月
５
日
○金　

大
会
…
６
日
○土　

■時
午
後
２
時　

■対
小
学
生
・
幼
児
の
親
子
20

人　

■他
大
会
に
参
加
す
る
場
合
は
７
月
22
日

○金
～
８
月
５
日
○金
に
要
申
込
み

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
子
ど
も
だ

け
で
料
理
に
挑
戦
!!
家
族
を
ラ
ン
チ
で
お
も

て
な
し
」（
全
２
回
）　

■日
・
■内
８
月
６
日
○土

午
後
３
時
…
グ
ル
ー
プ
で
の
メ
ニ
ュ
ー
・
材

ま
で
同
学
部
事
務
室
☎
24
‐
２
２
７
８
へ

暘
光
・
西
部
児
童
館
共
催
行
事           

カ
ロ
ム
大
会

■日
７
月
16
日
○土
午
後
２
時　

■場
暘
光
児
童
館　

■対
小
学
生
24
人　

■内
２
人
１
組
で
行
う
簡
単

な
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
大
会　

■申
暘
光
児
童
館

☎
64
‐
８
６
４
０
ま
た
は
西
部
児
童
館
☎

29
‐
０
０
３
１
へ　

■他
参
加
賞
あ
り

～
水
道
水
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
～

夏
休
み
！
わ
く
わ
く
水
道
た
ん
け
ん
隊
！

■日
７
月
23
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
上
下
水
道

部
庁
舎
集
合
）　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

先
着
10
組　

■内
月
山
ダ
ム
、
朝
日
浄
水
場
等

の
水
道
施
設
の
見
学　

■申
７
月
13
日
○水
ま
で

上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１
へ

南
部
児
童
館 

自
然
体
験
活
動
「
夏
は
海

だ
！
漁
業
の
街
で
遊
ぼ
う
in
鼠
ヶ
関
」

■日
７
月
23
日
○土
午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時

（
同
館
集
合
）　

■場
鼠
ヶ
関
マ
リ
ー
ナ
周
辺

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■内
漁
船
チ
ャ
ー
タ
ー

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
イ
カ
の
一
夜
干
し
作
り
・

カ
モ
メ
餌
付
け
体
験
、
浜
辺
遊
び
等　

■費
１
、

０
０
０
円　

■申
７
月
５
日
○火
か
ら
同
館
☎
64

‐
１
９
０
０
へ　

■他
荒
天
時
は
内
容
変
更

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
！ 

親
子
で
作
る
鶴
岡
の
伝
統
工
芸

■日
・
■費
▽
絵
ろ
う
そ
く
…
７
月
23
日
○土
・
２
、

５
０
０
円　

▽
い
づ
め
こ
人
形
…
28
日
○木
・

２
、
０
０
０
円　

▽
御
殿
ま
り
…
８
月
２
日

○火
・
２
、
５
０
０
円　

■時
午
前
10
時　

■対
市

内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
各
回
先
着
８
組　

■場
・
■申
７
月

ぼ
ん
玉
等
）　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

…
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
午
後
２
時
30
分
～

３
時
30
分
…
小
学
生　

▽
サ
マ
ー
体
験
（
化

学
実
験
、
３
Ｂ
体
操
、
工
作
等
）　

午
後
２

時
30
分
～
３
時
30
分
…
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、

小
学
生　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■日
・
■内
７
月
28
日
○木
…
飛
ば
し
て
楽
し
む
リ

サ
イ
ク
ル
工
作　

８
月
２
日
○火
…
廃
材
で
ゴ

ム
鉄
砲
作
り　

■時
午
後
１
時
30
分　

■場
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
「
く
る
り
ん
館
」　

■対
小
学

４
年
生
以
上
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着
10
組

■申
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７
ま
た
は
同

館
☎
35
‐
３
５
５
７
へ

小
学
生
漁
村
体
験

■日
７
月
29
日
○金
午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
市

役
所
本
所
集
合
）　

■場
加
茂
海
岸
、
由
良
海

岸　

■対
市
内
に
在
住
の
小
学
５
年
・
６
年
生

30
人　

■内
イ
カ
飯
作
り
体
験
、
鳥
海
丸
乗
船

体
験
等　

■費
１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
７
月
15
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課

☎
内
線
５
５
７
へ　

■他
荒
天
時
は
内
容
変
更

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
～
や
ま
が
た
～
記
念　
　
　

夏
休
み
親
子
海
釣
り
大
会

■日
７
月
31
日
○日
午
前
８
時　

■場
米
子
漁
港

■対
小
学
生
以
上
と
そ
の
保
護
者
30
組　

■内
同

港
内
で
の
釣
果
表
彰
、
庄
内
浜
の
魚
類
・
釣

り
文
化
と
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
紹

介　

■費
１
組
５
０
０
円　

■申
７
月
８
日
○金
～

22
日
○金
に
庄
内
総
合
支
庁
水
産
振
興
課
☎
０

２
３
４
‐
24
‐
６
０
４
５
へ
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料
・
作
り
方
の
話
合
い　

27
日
○土
午
前
10
時

～
午
後
１
時
…
調
理
と
会
食

■対
小
学
生
先
着
12
人（
27
日
は
保
護
者
同
伴
）　

■費
３
０
０
円　

■申
７
月
10
日
○日
か
ら　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

鶴
岡
市
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

基
礎
講
習
（
全
７
回
）

■日
７
月
26
日
○火
～
29
日
○金
、
８
月
２
日
○火
～

４
日
○木　

■時
午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
７
月

26
日
、
８
月
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場

に
こ
♥

ふ
る　

■対
子
供
が
好
き
な
方
、
地
域

の
子
育
て
を
応
援
し
た
い
方
、
修
了
後
子
育

て
イ
ベ
ン
ト
等
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
方
20

人　

■内
子
供
の
発
育
と
病
気
・
栄
養
・
食
生

活
・
世
話
・
事
故
と
安
全
・
遊
び
・
発
達
と

そ
の
問
題
、
子
供
・
子
育
て
を
取
り
巻
く
環

境
、
保
育
の
心
、
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
、

救
命
講
習
、
地
域
で
の
子
育
て
を
応
援
す
る

た
め
に　

■申
７
月
20
日
○水
ま
で
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ

夏
野
菜
の
収
穫
体
験
も
あ
り
ま
す 

親
子
料
理
教
室

■日
７
月
28
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分　

■場
四
季
の
里
「
楽
々
」　

■定
小
学
３
年
～
６

年
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
６
組　

■師
土
岐
正

富
氏
（「
食
の
都
庄
内
」
親
善
大
使
）　

■費
１

組
１
、
５
０
０
円　

■申
７
月
11
日
○月
～
15
日

○金
に
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８

６
０
へ西

部
児
童
館 
わ
く
わ
く
サ
マ
ー
体

験
と
サ
マ
ー
水
あ
そ
び（
日
替
わ
り
）

■日
７
月
28
日
○木
～
８
月
18
日
○木
（
全
９
日
）　

■時
・
■対
▽
サ
マ
ー
水
遊
び
（
水
遊
び
、
し
ゃ
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鶴
岡
高
専
中
学
生
一
日
体
験
入
学

■日
７
月
30
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
３
時
15
分

■対
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
中
学
校
教
員

■内
体
験
学
習
、
学
校
自
由
見
学
、
個
別
質
問

コ
ー
ナ
ー　

■申
各
中
学
校
で
参
加
者
を
と
り

ま
と
め
て
７
月
４
日
○月
ま
で
同
校
学
生
課
☎

25
‐
９
４
２
５
へ

鶴
岡
南
高
校
山
添
校 

一
日
高
校
体
験
【
夏
】

■日
８
月
２
日
○火
午
前
９
時　

■内
学
校
説
明
、

校
舎
見
学
、「
ベ
ー
シ
ッ
ク
」「
地
域
・
健
康

ス
ポ
ー
ツ
」「
芸
術
探
究
」
授
業
体
験　

■対

中
学
２
年
・
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
中
学

校
教
員　

■場
・
■申
同
校
☎
57
‐
２
１
０
０

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

■日
８
月
５
日
○金
午
前
9
時　

■場
庄
内
浄
化
セ

ン
タ
ー　

■対
小
学
４
年
～
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
先
着
20
組　

■内
下
水
処
理
場
の
見
学
、

ビ
デ
オ
鑑
賞
、
微
生
物
の
顕
微
鏡
観
察
、
粘

土
キ
ャ
ン
ド
ル
工
作　

■申
７
月
26
日
○火
ま
で

上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０
へ

Ｈ
Ｍ
Ｔ
こ
ど
も
科
学
実
験
教
室

「
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
」

■日
８
月
６
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
３
年
～
６

年
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
30
組　

■内
泥
水
を

浄
化
し
て
き
れ
い
な
水
を
生
成
す
る
浄
化
装

置
を
開
発
。
浄
水
の
仕
組
み
や
滅
菌
等
に
つ

い
て
学
ぶ　

■申
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
メ
タ
ボ
ロ
ー

ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
㈱
☎
25
‐
１
４
４
７　

■他
HP内

川
の
自
然
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

内
川
舟
下
り
探
検
隊

■日
８
月
７
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合
）　

■場
坂
本
橋
→
昭
和
橋
上
流
公
園

（
約
３
㎞
）　

■対
市
内
在
住
の
小
学
３
年
～
６

年
生
先
着
16
人　

■申
７
月
26
日
○火
ま
で
本
所

土
木
課
内
「
内
川
を
美
し
く
す
る
会
」
事
務

局
☎
内
線
４
９
５
へ

「
庄
内
子
ど
も
ギ
タ
ー
音
楽
の
祭
典
」　
　
　
　
　

子
ど
も
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

■日
８
月
７
日
○日
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民
館　

■対
市
内
在
住
の
小
学
生
～
中
学
１
年
生　

■内

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
及
び
各
音
域
ギ
タ
ー
に

よ
る
独
奏　

■
部
門　

低
中
学
年
の
部
、
高

学
年
の
部
、
中
学
生
の
部　

■申
７
月
10
日
○日

ま
で
日
本
教
育
ギ
タ
ー
連
盟
山
形
県
本
部

（
豊
田
）
☎
64
‐
２
４
４
１
へ

か
ら
だ
館
夏
休
み
企
画　

  

自
由
研
究
お
う
え
ん
隊

■日
８
月
９
日
○火
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場

先
端
研
究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
４

年
～
６
年
生
20
人　

■内
講
義
と
ゲ
ー
ム
で

学
ぶ
「
が
ん
ば
れ
！
ぼ
く
ら
の
腸
内
細
菌
」　

■師
村
上
慎
之
助
氏
（
㈱
メ
タ
ジ
ェ
ン
主
任

研
究
員
）　

■申
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
☎

29
‐
０
８
０
６

給
食
献
立
料
理
教
室「
お
う
ち
で
も
で
き

る
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
」

■日
８
月
９
日
○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

30
分　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ

♥

ふ
る
）　

■対
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
先
着
18
組　

■内
給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み
紹
介
、
給
食
献
立
の
調
理
実
習
、
会
食　

■申
７
月
５
日
○火
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎

22
‐
０
４
１
１
へ　
　
　
　

日
本
遺
産
に
触
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　

親
子
ツ
ア
ー「
天
宥
さ
ん
と
羽
黒
山
」

■日
８
月
11
日
○木
午
前
９
時
20
分
～
午
後
１
時

30
分
（
羽
黒
庁
舎
集
合
）　

■場
随
神
門
→
五

重
塔
→
出
羽
三
山
神
社
周
辺
→
手
向
地
区
宿

坊
街
等　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
20

人　

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

小
学
生
…

１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
）　

■申
７
月
29
日

○金
ま
で
同
庁
舎
総
務
企
画
課
内
「
鶴
岡
ま

ち
づ
く
り
塾
羽
黒
グ
ル
ー
プ
」
事
務
局
☎
内

線
２
２
６
へ

小
学
生
「
バ
ス
の
絵
」
コ
ン

テ
ス
ト
作
品
募
集

■
テ
ー
マ　

あ
っ
た
ら
楽
し
い
な
。
こ
ん
な

バ
ス　

■対
市
内
の
小
学
校
・
養
護
学
校
小
学

部
に
通
学
す
る
児
童　

■
作
品
用
紙　

四
つ

切
り
画
用
紙（
縦
３
８
０
㎜
×
横
５
４
０
㎜
）　

■
各
賞　

鶴
岡
市
長
賞
…
１
点　

鶴
岡
市

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
長
賞
…
２
点　

あ
っ
た
ら
楽
し
い
な
。
こ
ん
な
バ
ス
賞
…
３

点　

■申
8
月
１
日
○月
～
26
日
○金
に
各
学
校
を

通
じ
て
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８
５
へ　

■他
参
加
賞
あ
り

施
設
の
催
し
等

創
造
の
森
交
流
館

▼
健
康
麻
雀
サ
ロ
ン
「
麻
雀
笑
楽
交
」　

■日

７
月
５
日
○火
・
22
日
○金
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分　

■場
同
館　

■費
１
０
０
円　

▼
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
作
っ
て
お
昼
寝　

■日
７
月

９
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時　

■場
同

館　

■定
先
着
30
人　

■費
９
０
０
円　

■持
昼
食

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
」
歩

き
ま
し
ょ
う　

■日
７
月
16
日
○土
午
前
10
時

（
同
館
集
合
）　

■場
月
山
高
原
牧
場
周
辺
（
３

㎞
～
５
㎞
）　

■師
阿
部
安
夫
氏
（
日
本
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学
校　

■日
８
月
６
日
○土
、

９
月
３
日
○土
、
10
月
１
日
○土
午
前
９
時　

■場

同
館　

■持
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
…
７
月
６
日
○水
・
20
日

○水
・
27
日
○水
午
前
９
時
10
分
・
10
時
40
分
、

７
日
○木
・
21
日
○木
・
28
日
○木
午
前
10
時　

健

康
相
談
…
７
日
○木
・
21
日
○木
・
28
日
○木
午
後

１
時
30
分　

Ｃ
Ｄ
奇
席
…
７
日
○木
・
21
日
○木

午
後
１
時　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
水
生
植
物
観
察
会　

■日
７
月
16
日
○土
午
前

７
時
30
分
～
午
後
５
時
（
小
真
木
原
運
動
公

園
集
合
）　

■場
福
島
潟
（
新
潟
県
）　

■定
先
着

20
人　

■費
大
人
…
３
、
５
０
０
円　

子
供
…

１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
７
月
13

日
○水
ま
で　

▼
夏
を
染
め
よ
う
草
木
染　

■日
８
月
６
日
○土

午
前
９
時　

■定
先
着
15
人　

■内
植
物
の
染
液

で
ス
カ
ー
フ
を
染
め
る　

■費
大
人
…
２
、
０



19 広報つるおか　2016 . 7

講
座
・
講
習
会

三
味
線
体
験
講
座
（
全
４
回
）

■日
７
月
８
日
○金
・
22
日
○金
、
８
月
12
日
○金
・

26
日
○金
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

■定
先

着
10
人　

■申
絃
楽
サ
ー
ク
ル

経
営
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
7
月
21
日
○木
午
後
３
時
30
分　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■定
40
人　

■内「
あ
な
た

は
斎
藤
外
市
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
田
中

尹
氏（
前
鶴
岡
織
物
工
業
協
同
組
合
理
事
長
）

■申
同
セ
ン
タ
ー
内
木
曜
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
懇
親
会
あ
り

（
■費
４
、
０
０
０
円
）

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
産
業
人
材
育
成
事
業 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
品
質
管
理
基
礎
講
座　

■日
７
月
28
日
○木
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
15
人

■費
４
、
０
０
０
円

▼
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー　

■日
８
月
５

日
○金
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■定
20
人　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

■日
給
油
取
扱
所
講
習
…
８
月
26
日
○金
午
前
９

時
、
10
月
24
日
○月
午
後
１
時
30
分　

一
般
講

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

０
０
円　

子
供
…
１
、
０
０
０
円　

■申
８
月

４
日
○木
ま
で

▼
夏
の
弥
陀
ヶ
原
湿
原
観
察
会　

■日
８
月
７

日
○日
午
前
８
時
～
午
後
２
時
（
同
セ
ン
タ
ー

集
合
）　

■定
先
着
20
人　

■費
７
０
０
円
（
子

供
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
８
月
５
日
○金
ま

で　

■他
荒
天
時
は
中
止　

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

▼
月
山
カ
ブ
ト
ム
シ
園
オ
ー
プ
ン　

■日
７
月

16
日
○土
～
８
月
16
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
４

時　

■内
カ
ブ
ト
ム
シ
の
生
息
環
境
を
再
現
し

て
放
虫

▼
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
25
周
年
記
念　

君
は

ア
マ
ル
ガ
サ
ウ
ル
ス
を
み
た
か
！
巨
大
神
経

棘
は
何
の
た
め　

■日
７
月

16
日
○土
～
10
月
22
日
○土
午

前
９
時
～
午
後
５
時　

■内

ア
マ
ル
ガ
サ
ウ
ル
ス
等
恐

竜
の
全
身
骨
格
や
頭
骨
、

化
石
の
展
示　

■他
化
石
の

レ
プ
リ
カ
・
消
し
ゴ
ム
作

り
体
験
（
■費
各
３
０
０
円
）
あ
り

▼
共
通　

■費
高
校
生
以
上
…
７
０
０
円　

小

・
中
学
生
…
５
０
０
円　

３
歳
以
上
…
２
０

０
円（
文
化
創
造
館
、月
山
カ
ブ
ト
ム
シ
園

共
通
券
）　

■場
・
■問
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
☎

53
‐
３
４
１
１

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼「
山
形
太
一
展　

作
っ
て
、
観
察
、
銅
板

昆
虫
」　

■日
７
月
20
日
○水
～
８
月
22
日
○月

▼
自
然
観
察
会
（
自
由
研
究
対
応
事
業
）

▽
高
館
山
の
化
石
を
調
べ
て
み
よ
う　

■日
７

月
23
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■師
植
松
芳
平
氏

（
前
同
館
館
長
）、遠
見
昌
圀
氏
（
同
館
館
長
）　

■持
昼
食
等　

▽
こ
う
も
り
観
察
会　

■日
７
月

30
日
○土
午
後
６
時　

■持
懐
中
電
灯
等　

▽
赤

と
ん
ぼ
追
跡
の
旅　

■日
８
月
６
日
○土
午
前
８

時
30
分
～
午
後
３
時
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■師
水
野
重
紀
氏
（
水
野
野
生
生
物
調
査
室
主

宰
）　

■持
昼
食
等　

▽
共
通　

■定
20
人　

■費

３
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
い
の
ち
学
講
座　

■日
７
月
30
日
○土
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時　

■定
15
人　

■費
５
０
０

円　

■持
皿
、
ス
プ
ー
ン
、
コ
ッ
プ　

■申
７
月

28
日
○木
ま
で

▼
銅
板
昆
虫
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
つ
く
ろ
う　

■日

８
月
７
日
○日
・
13
日
○土
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時　

■師
山
形
太
一
氏
（
お
り

が
ね
工
房
主
宰
）　

■費
５
０
０
円　
　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

中
央
公
民
館 
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▼
一
般
公
開　

■日
７
月
23
日
○土
・
24
日
○日
・

27
日
○水
～
29
日
○金
、
８
月
２
日
○火
～
５
日

○金
・
８
日
○月
～
10
日
○水
・
15
日
○月
～
17
日
○水　

■時
・
■内
午
前
11
時
…『
た
い
よ
う
く
ん
と
お

つ
き
ち
ゃ
ん
』　

午
後
１
時
30
分
…『
ワ
ン
ピ

ー
ス　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
』　

■定
各
回
先
着

78
人　

▼
大
人
の
た
め
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

■日
７

月
23
日
○土
・
24
日
○日
午
後
３
時
、
29
日
○金
午

後
７
時　

■定
各
日
先
着
50
人　

■内『
星
の
せ

せ
ら
ぎ　

ア
ク
ア
ヒ
ー
リ
ン
グ
』

▼
共
通　

■内
夏
の
星
座
解
説　

■費
３
歳
以
上

…
60
円　

高
校
生
以
上
…
１
４
０
円　

■場
・

■問
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

習
…
８
月
25
日
○木
、
10
月
６
日
○木
午
後
１
時

30
分
、
10
月
７
日
○金
・
25
日
○火
午
前
９
時

■場
庄
内
総
合
支
庁　

■対
危
険
物
取
扱
免
状
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
（
詳
細
は
申
請
書
）　

■申
７
月
21
日
○木
ま
で
山
形
県
危
険
物
安
全
協

会
連
合
会
☎
０
２
３
‐
６
３
２
‐
５
７
４
４

へ　

■他
申
請
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び

消
防
各
分
署
に
設
置

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

■日
第
1
種
…
８
月
30
日
○火
～
９
月
１
日
○木　

第
２
種
…
９
月
６
日
○火
～
８
日
○木　

■場
山
形

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■申
７
月
11

日
○月
～
８
月
３
日
○水
に
山
形
県
消
防
設
備
協

会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ　

■他

申
請
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各

分
署
に
設
置

狩
猟
免
許
者
の
更
新
講
習

■日
８
月
31
日
○水　

■対
免
許
有
効
期
間
が
９
月

14
日
○水
ま
で
の
方
　
■場
・
■申
８
月
22
日
○月
ま

で
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課
☎
66
‐
５
７
０
６

へ
消
防
設
備
士
試
験 　
　
　
　

■日
９
月
３
日
○土　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
、

酒
田
産
業
会
館　

■
種
類　

甲
種
・
乙
種

■
受
付
期
間　

電
子
申
請
…
７
月
16
日
○土
～

25
日
○月　

書
面
申
請
…
７
月
19
日
○火
～
28
日

○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支

部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他

申
込
書
等
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防

各
分
署
に
設
置
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も
の
、
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
の
重
要

性
を
訴
え
る
も
の　

■
部
門　

小
学
生
の
部
、

一
般
の
部　

■
規
定　

１
人
１
点
で
自
作
未

発
表
の
も
の　

■
規
格　

Ａ
３
～
四
つ
切
り

■
各
賞　

最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
賞
・
佳

作
数
点　

■申
９
月
９
日
○金
ま
で
本
所
防
災
安

全
課
☎
内
線
１
６
３
へ　

■他
記
念
品
あ
り

婚
活

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

■日
７
月
18
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
未
婚
の
方
先
着

20
人
（
親
子
や
友
達
同
士
で
の
参
加
も
可
）　

■申
７
月
13
日
○水
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内

「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎

内
線
５
８
７
へ

婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
な
っ
て
結
婚
の
世
話
焼
き
を
し
ま
せ
ん
か

つ
る
お
か
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム（
全
４
回
）

■日
講
習
会
…
８
月
27
日
○土
午
後
３
時
、
９
月
、

10
月　

実
践
相
談
会
…
11
月　

■場
に
こ
♥
ふ

る
等　

■対
結
婚
の
世
話
焼
き
活
動
を
継
続
的

に
で
き
る
方
10
人　

■師
板
本
洋
子
氏
（
全
国

地
域
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
代
表
）
等　

■申
８

月
10
日
○水
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内
「
つ
る

お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５

８
７
へ　

■他
市
HP

結
婚
に
向
け
た
自
分
磨
き
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

自
分
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会

■日
８
月
27
日
○土
午
後
５
時　

■場
に
こ
♥
ふ
る　

■対
独
身
の
男
女
１
０
０
人　

■内
セ
ミ
ナ
ー

「
自
分
力
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ
」
板
本

食
生
活
改
善
推
進
員　
　
　

養
成
講
座
（
各
全
６
回
）

▼
羽
黒
会
場
（
泉
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ

ー
等
）　

■日
９
月
15
日
○木
・
28
日
○水
、
10
月

９
日
○日
・
20
日
○木
、
11
月
８
日
○火
、
12
月
１

日
○木　

■定
先
着
15
人

▼
鶴
岡
会
場
（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
に
こ
♥
ふ
る
〉
等
）　

■日
９
月
16
日
○金
・
30

日
○金
、
10
月
９
日
○日
・
21
日
○金
、
11
月
８
日

○火
、
12
月
２
日
○金　

■定
先
着
30
人

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

30
分
（
10
月
９
日
は
午
前
10
時
～
正
午
）

■対
市
内
在
住
で
同
講
座
未
受
講
の
69
歳
以
下

の
方　

■費
１
、
０
０
０
円　

■申
７
月
１
日

○金
～
８
月
31
日
○水
に
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
７
５
へ　

募
集

８
月
27
日
○土
～
９
月
６
日
○火
開
催
● 

白
甕
社
美
術
展　

作
品
募
集

■
種
目　

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
等
（
1
人

２
点
以
内
、
15
号
以
上
〈
版
画
は
制
限
な

し
〉）　

■費
４
、
０
０
０
円
（
学
生
は
５
０
０

円
）　

■申
８
月
25
日
○木
午
前
10
時
～
午
後
５

時
30
分
に
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ　

■問

白
甕
社　

■他
申
込
書
等
は
、
市
内
画
材
店
、

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
中
央
公
民
館
等

に
設
置地

域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾 

受
講
生
募
集

■日
８
月
17
日
○水
～
来
年
２
月
13
日
○月
（
全
25

回
）　

■場
山
大
農
学
部
高
坂
農
場
等　

■対
食
、

洋
子
氏
、
交
流
会
（
■対
希
望
者　

■費
２
、
０

０
０
円
）　

■申
８
月
10
日
○水
ま
で
本
所
地
域

振
興
課
内
「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」

事
務
局
☎
内
線
５
８
７
へ　

■他
市
HP

相
談
・
そ
の
他

遺
産
相
続
、
成
年
後
見
、
多
重
債
務
な
ど

司
法
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
22
日
○金
午
後
６
時
～
８
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る
　
■問
司
法
書
士
会
加
藤
吉
晴
事
務
所

☎
23
‐
２
６
７
４

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
７
月
29
日
○金
午
後
３
時
～
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方
先
着
８
人　

■場
・
■申
７
月
28
日
○木
ま

で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

７
へ市

内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
に

空
き
家
相
談
会

■日
7
月
30
日
○土
午
前
10
時
～
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
２
ま

た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン

ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

ア
イ
・
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

■日
９
月
29
日
○木
・
30
日
○金　

■場
庄
内
教
育
事

務
所
（
三
川
町
）　

■対
目
や
見
え
方
が
不
安

な
方
、
目
が
不
自
由
な
方　

■申
７
月
20
日
○水

ま
で
山
形
盲
学
校
☎
０
２
３
‐
６
７
２
‐
４

１
１
６
へ

農
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
践
・
支
援
・
協
力
し
よ

う
と
考
え
、
学
校
教
育
法
で
規
定
す
る
大
学

入
学
資
格
が
あ
る
方
30
人　

■内
基
礎
・
経
営
・

加
工
・
販
売
・
農
業
技
術
・
ビ
ジ
ネ
ス
計
画

書
作
成
の
６
科
目　

■費
３
万
円
（
別
途
研
修

参
加
費
）　

■申
８
月
８
日
○月
ま
で
同
学
部
内

「
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」事
務
局
☎
０
７
０
‐

２
０
１
１
‐
５
６
１
５
へ

「
環
境
フ
ェ
ア
つ
る
お
か
２
０
１
６
」

出
展
企
業
・
団
体
、
飲
食
出
店
募
集

■日
９
月
25
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対
環
境
に
関
わ

る
活
動
を
行
う
団
体
、
環
境
に
配
慮
し
た
商

品
・
機
器
な
ど
を
扱
う
企
業
、
来
場
者
に
軽

食
等
を
販
売
で
き
る
飲
食
店　

■
ブ
ー
ス

屋
外
（
テ
ン
ト
内
）
…
５
・
４
ｍ
×
３
・
６

ｍ　

屋
内
…
３
・
６
ｍ
×
１
・
８
ｍ　

飲

食
（
屋
外
テ
ン
ト
内
）
…
２
・
７
ｍ
×
３
・

６
ｍ　

■費
販
売
の
場
合
の
み
１
、
０
０
０
円　

■申
７
月
20
日
○水
ま
で
本
所
環
境
課
内
「
環
境

つ
る
お
か
推
進
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７

１
９
へ　

■他
市
HP

山
形
県
就
職
情
報
サ
イ
ト　

掲
載
企
業
募
集

■対
県
内
に
本
店
や
支
店
等
が
あ
り
来
年
３
月

卒
業
予
定
者
の
採
用
を
予
定
ま
た
は
検
討
し
、

過
去
１
年
以
内
に
労
働
関
係
法
規
に
基
づ
く

処
分
を
受
け
て
い
な
い
企
業
１
０
０
社　

■申

９
月
30
日
○金
ま
で
山
形
県
雇
用
対
策
課
☎
０

２
３
‐
６
３
０
‐
２
３
７
５
へ

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

■
テ
ー
マ　

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ
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日
○火
は
午
後
８
時
ま
で
）　

■場
・
■申
同
保
健

所
保
健
企
画
課
☎
66
‐
４
９
２
０

〝
特
別
警
報
〟
に
つ
い
て

　

大
雨
や
津
波
、
高
潮
等
で
重
大
な
災
害
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
気
象
台
で

は
、
警
報
や
特
別
警
報
等
を
発
表
し
厳
重
な

警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
「
東
日
本
大
震
災
」
や
「
平
成
27
年

９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」
の
よ
う
に
、
そ
の

地
域
に
と
っ
て
数
十
年
に
一
度
の
重
大
な
災

害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
著
し
く
高
ま
っ
て

い
る
場
合
、
気
象
台
は
〝
特
別
警
報
〟
を
発

表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、
直
ち
に

避
難
情
報
等
を
確
認
し
、
周
囲
の
状
況
に
応

じ
て
、
適
切
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
気
象

台
が
発
表
す
る
注
意
報
や
警
報
、
そ
の
他
の

気
象
情
報
を
活
用
し
、
あ
な
た
と
家
族
の
命

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ

ッ
ト
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

■日
７
月
17
日
○日
午
後
３
時　

■場
山
形
テ
ル
サ

（
山
形
市
）　

■対
市
内
在
住
の
方
（
１
人
２
枚

ま
で
。
10
枚
限
定
）　

■申
７
月
11
日
○月
午
前

９
時
に
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
へ　

■問

同
課
☎
57
‐
４
８
６
７

平
成
29
年
３
月
・
４
月
採
用
予
定      

自
衛
官
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

試
験
会
場

航
空
学
生
１
次
…
９
月
22
日
○木
山
大
農
学
部

一
般
曹

候
補
生

１
次
…
９
月
16
日
○金

・
17
日
○土

２
次
…
10
月
10
日
○月

～
11
日
○火

１
次
…
鶴
岡
合

同
庁
舎

２
次
…
陸
上
自

衛
隊
神
町
駐
屯

地
（
東
根
市
）

自
衛
官

候
補
生

（
男
子
）

筆
記
…
９
月
16
日
○金

・
17
日
○土

身
体
検
査
・
口
述
…

９
月
25
日
○日
～
27
日

○火

筆
記
…
鶴
岡
合

同
庁
舎

身
体
検
査
・
口

述
…
陸
上
自
衛

隊
神
町
駐
屯
地

自
衛
官

候
補
生

（
女
子
）
筆
記
・
身
体
検
査
・

口
述
…
９
月
23
日
○金
陸
上
自
衛
隊
神

町
駐
屯
地

■
受
付
期
間　

７
月
１
日
○金
～
９
月
８
日
○木　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所

☎
22
‐
０
４
６
６

藤
沢
周
平
記
念
館
・
旧
致
道
館
・
大
宝
館 

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

　

毎
週
水
曜
日
は
休
館
で
す
が
、
８
月
３
日

○水
・
10
日
○水
は
開
館
し
ま
す
。

■問
藤
沢
周
平
記
念
館
…
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０　

旧
致
道
館
・
大
宝
館
…
社
会
教
育
課
☎

57
‐
４
８
６
８

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■問
山
形
地
方
気
象
台
☎
０
２
３
‐
６
２
２
‐

０
６
３
２　

■他
HP

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

申
告
・
納
付
期
限
は
７
月
11
日
○月
で
す
。

ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
事
業
主
は
、

金
融
機
関（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
に
限
る
）

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
山
形
労
働
局
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２

０
‐
９
４
９
‐
７
３
２

お
忘
れ
な
く
！
所
得
税
の
予
定
納
税
（
第

一
期
分
）
の
納
期
限
は
８
月
1
日
○月
で
す

　

納
税
に
は
安
全
・
便
利
な
振
替
納
税
が
お

す
す
め
で
す
。
利
用
さ
れ
る
方
は
「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
税
務
署
☎
22
‐
１
４
０
１

職
場
の
労
働
関
係
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

山
形
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
の
労
働
関
係
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向

け
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。
解
雇
や
賃
金
等
の

問
題
で
お
困
り
の
方
は
同
委
員
会
事
務
局
☎

０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
７
９
３
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

庄
内
保
健
所 

各
種
相
談
・
検
査

（
要
予
約
）

▼
精
神
保
健
福
祉
相
談　

■日
毎
月
第
２
火
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

■場
・
■申
同

保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１　

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
毎
月
第
４
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

■場
・
■申
同
保

健
所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１

▼
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
相
談
・
検
査　

■日
毎

週
火
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
７
月
26

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

　

戴邦碑祭

　今から約170年前に起こった「三方国替え阻
止運動」で活躍した庄内藩の領民をたたえる祭
りで、遊佐町四大祭の１つです。
■日７月16日○土 午前９時30分～11時30分
■場玉龍寺
■内おすわり居成祭、碑前供養、おすわり大黒舞
奉納、ＤＶＤ上映等
■問遊佐町企画課☎0234‐72‐4524

風車村エコランドイベント　
わくわくエコ工作教室

■日７月31日○日 午前11時～午後３時
■場風車村センター
■内水流を登る水車、卵の殻で作るラベンダーポ
プリ、カブトムシ相撲大会、流しそうめん等
■費100円
■申７月22日○金 まで庄内町商工観光課☎0234‐
56‐3360へ

夏の風物詩 酒田港まつり

▼酒田湊・甚句流し
■日８月５日○金 午後６時35分～９時（小雨決行）
■場甚句流し…大通り～中通り～国道112号（マ
リーン５清水屋前）　S‐Jinku…国道112号

（酒田産業会館前）
▼酒田花火ショー
■日８月６日○土 午後７時30分～９時（荒天時は
７日○日 に順延）
■場最上川河川公園（出羽大橋と両羽橋の間）
■特別観覧席　マス席（４人）…8,000円　ペ
アシート席（２人）…5,000円　ペア椅子席（２
人。椅子・テーブル付き）…5,000円
■特別観覧席チケット取り扱い　セブンイレブ
ン、ローソン、サークルＫ・サンクス、チケッ
トぴあ
■問酒田観光物産協会☎0234‐24‐2233

広域情報掲示板ぐるぐる庄内　

●遊佐町

●庄内町

●酒田市
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た

　活動のきっかけは、地域のイベントで和太鼓の演
奏を偶然聞いたことです。力強く打ち鳴らされる和
太鼓の迫力に心を奪われました。ちょうど「地区を
盛り上げるために何かできないか」と話し合ってい
たところだったので、全会一致で和太鼓に挑戦する
ことを決めました。和太鼓に触れたこともない素人
ばかり。思うような演奏ができるまでは苦労の連続
でしたが、とても充実した時期でした。平成６年に
は小学生だけのチーム朝日祥雲御山太鼓若童連を結
成し、現在は小学生18人と中学生以上の大人14人
の32人で週１回楽しみながら練習しています。
　主な演奏の場は、夏祭り等のイベント。朝日地域

を中心に市内で開催されるものがほとんどですが、
昭和62年から交流している東京都墨田区の区民祭
りには毎年参加し、練習の成果を披露しています。
これからは全国規模の大会にもどんどん出場したい
ですね。演奏レベルの高い大会を経験し、子供たち
への指導にも生かしていきたいと思います。
　グループ名の「祥雲」には「将来にわたって明る
い未来が開ける」という意味が込められています。
私たちの演奏を聞いて、多くの人が和太鼓に興味を
持ってくれればと思います。活動を通じて地域の活
性化や子供たちの健全育成など明るい未来に貢献で
きればうれしいですね。

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

地域を元気にする和太鼓の響き 朝日祥
しょううん

雲御
み や ま

山太鼓（熊出）

　平成 2 年に熊出地区の若手有志で立ち上
げた和太鼓グループ「祥雲御山太鼓」。和太鼓
の演奏を通じて地域を盛り上げようと祭りや
イベントに精力的に参加しています。
　お話してくれたのは頭の菅原和則さん、副
頭の佐藤清さん、副頭で小学生を指導する
五十嵐久幸さんです。〈写真左から〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
自
宅

で
作
り
た
い
の
で
す
が

　

小
学
２
年
生
の
息
子
が
い
ま
す
。
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
偏
ら
な
い
食
事
を
心
掛

け
て
い
る
の
で
す
が
、
好
き
嫌
い
が
多

く
困
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
鶏
肉
は
「
臭
み
が
嫌
い
」
と

言
い
、
家
で
は
決
し
て
食
べ
ま
せ
ん
が
、

「
給
食
の
鶏
肉
料
理
は
お
い
し
い
」
と

言
い
ま
す
。
今
度
家
で
も
同
じ
も
の
を

作
っ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
、
ど
の
よ

う
な
料
理
が
あ
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
HP
で
給
食
レ
シ
ピ
を

紹
介
し
て
い
ま
す

　

児
童
や
生
徒
に
人
気
の
高
い
料
理
を

家
庭
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
市
HP
「
お
う
ち
で
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
給
食
レ
シ
ピ
」（
※
）
で
調
理

法
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
鶏
肉
を
使
っ

た
料
理
は
、
チ
ー
ズ
焼
き
や
朝
鮮
焼

き
、
鶏
飯
な
ど
の
調
理
法
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
料
理

QＡ
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で
も
、
分
量
や
味
付
け
な
ど
お
答
え
し

ま
す
。
気
軽
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎

22
‐
０
４
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

　

給
食
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
整
っ

た
安
全
安
心
な
食
事
で
、
児
童
や
生
徒

の
心
と
体
の
健
全
な
発
達
を
支
え
る
と

い
う
役
割
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
食
習

慣
や
、
正
し
い
食
事
マ
ナ
ー
な
ど
食
に

関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
る
教
材
と
し

て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
市
で

は
、
米
だ
け
で
な
く
鶴
岡
産
の
野
菜
や

水
産
物
を
給
食
へ
積
極
的
に
活
用
し
、

伝
統
食
・
行
事
食
献
立
な
ど
を
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休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

今月の各種相談窓口開設日　7/4 ～ 8/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 12日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線228 19日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ６日○水、８月３日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 19日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 28日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 21日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ９日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　7/4 ～ 8/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362
月　日 受付時間 会　場

７．５○火 ９：30 ～11：30 朝日中央コミュニティセンター
　      〃 13：00 ～15：30 〃
     　７○木 13：00 ～15：30 羽黒コミュニティセンター

９○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　      〃　 13：30 ～16：00 　　　　〃

11○月 ９：30 ～11：30 櫛引公民館
      　〃 13：00 ～15：30 　　〃

27○水 ９：30 ～11：30 鶴岡市上下水道部
      　〃 13：30 ～15：30 荘内病院

28○木 ９：30 ～11：30 にこ♥ふる
　      〃 13：00 ～15：30 　    〃

※市HPから。
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編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成28年５月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,821人
　　 （男：62,345人、女：68,476人）
　世帯数：48,679世帯
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ました。「行政の支援に頼らず、自立して取り組
みを継続することが 1 つの目標です」と佐藤会長。
今年は７月９日○土 ～８月16日○火 に漁船クルージ
ングと10月22日○土 にお魚市を計画していますが、
初めて補助金を受けずに開催します。「不安もあ
るが、自立に向け一歩を踏み出したい」と佐藤会
長は話します。
　温海地域の魅力を次世代につないでいくことを
目的に設立されたＮＰＯ法人「自然体験温海コー
ディネット」と連携し修学旅行の受入れにも取り
組んでいる同会。「地
域内のほかの地区と
協力しながら、温海
全体を盛り上げてい
ければ」と佐藤会長
は抱負を語ってくれ
ました。

第36回全国豊かな海づくり大会
山形大会キャラクター 

「もっけだのん」

　蓬莱塾は、鼠ヶ関自治会を中心に、漁業者会や
観光協会、商工会等地元の関係団体で平成18年
に立ち上げた組織です。国や市の支援を受け、日
本海に面した地理的な特徴を生かした町おこしに
取り組んできました。
 「鼠ヶ関は漁師の町、観光の町。住民に愛され、
観光客にも魅力ある地区を目指しています」と会
長の佐藤眞紀子さん。同会では、ワークショップ
等を通じ住民から広くアイデアを募りながら、水
産物や海を生かした催しを行っています。その
１つが底引き網漁の休漁期間（7 月・8 月）に行
う「漁船クルージング」。船上でウミネコへの餌
付けやイカの一夜干し体験ができ、とても好評で
す。もう１つ、定番で人気の催しが、鼠ヶ関港で
水揚げされた新鮮な地魚を販売する「とれたて！
お魚市」です。おととしまで、漁が終わった平日
の夕方に行っていましたが、より多くの人がゆっ
くり楽しめるようにと、昨年は、土曜日の日中に
開催。模擬競り体験も行われ、とても盛り上がり

VOL. ４ 海を生かした町おこし（鼠ヶ関地域協議会「蓬莱塾」）

   私たちに豊富な恵みを与えてくれる＂海＂。この連
載では、海を守り育て、未来に引き継ぐ活動や、海
を生かした地域活性化の取り組みを紹介します。今
年は山形県で全国豊かな海づくり大会が開催されま
す。この機会に海の大切さへ目を向けてみませんか。    

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～■海の■応援
■問合せ／鼠ヶ関自治会☎44‐2112または温海庁舎産業課☎43‐4616

■団
【  隔月連載  】

大会本番まで
あと71日

《７月１日時点》

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

漁船クルージング

とれたて！お魚市「紅えびまつり」


